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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための方法であって、
　サービングセルにおいてサービスされる少なくとも第１のユーザ機器（ＵＥ）への干渉
を引き起こすかまたは潜在的に引き起こす１つまたは複数のセルに関する支援情報を決定
することと、ここで、前記支援情報は、前記１つまたは複数のセルによる送信に関するス
ケジューリング情報を備え、前記スケジューリング情報は、次のスケジューリング情報に
よって更新されるまで有効である、
　前記支援情報を前記第１のＵＥにシグナリングすることと
　を備える、方法。
【請求項２】
　無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを介して、干渉を引き起こすかまたは潜在的
に引き起こす前記１つまたは複数のセルの識別情報への予約済み無線ネットワーク一時識
別子（ＲＮＴＩ）の関連付けをシグナリングすることをさらに備える、請求項１に記載の
方法。
【請求項３】
　前記支援情報が、前記１つまたは複数のセルのうちの少なくとも１つによって使用され
る送信電力比（ＴＰＲ）値のセットを備える、または、前記支援情報が、前記１つまたは
複数のセルのうちの少なくとも１つによって使用される送信スキームまたは変調制限のセ
ットを備える、または、前記支援情報が、前記１つまたは複数のセルのうちの少なくとも
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１つによって使用されるリソース割振りタイプ制限のセットを備える、または、前記支援
情報が、前記１つまたは複数のセルのうちの少なくとも１つによって使用される可能なダ
ウンリンク制御情報（ＤＣＩ）サイズまたはフォーマットのセットを備える、または、前
記支援情報が、前記１つまたは複数のセルのうちの少なくとも１つによって使用される可
能な無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）のセットを備える、または、前記支援情報
が、前記１つまたは複数のセルのうちの少なくとも１つによって使用される仮想セル識別
子（ＩＤ）のセットを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　干渉を引き起こすかまたは潜在的に引き起こす前記１つまたは複数のセルのうちの少な
くとも１つが限定加入者グループ（ＣＳＧ）セルであり、
　前記支援情報が前記ＣＳＧセルに関連する、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　ワイヤレス通信のための基地局（ＢＳ）であって、
　　サービングセルにおいてサービスされる少なくとも第１のユーザ機器（ＵＥ）への干
渉を引き起こすかまたは潜在的に引き起こす１つまたは複数のセルに関する支援情報を決
定することと、ここで、前記支援情報は、前記１つまたは複数のセルによる送信に関する
スケジューリング情報を備え、前記スケジューリング情報は、次のスケジューリング情報
によって更新されるまで有効である、
　　前記支援情報を前記第１のＵＥにシグナリングすることと
　を行うように構成されたプロセッサと、
　前記プロセッサに結合されたメモリと
　を備える、ＢＳ。
【請求項６】
　前記プロセッサがさらに、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを介して、干渉を
引き起こすかまたは潜在的に引き起こす前記１つまたは複数のセルの識別情報への予約済
み無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）の関連付けをシグナリングすることを行うよ
うに構成される、請求項５に記載のＢＳ。
【請求項７】
　前記支援情報が、前記１つまたは複数のセルのうちの少なくとも１つによって使用され
る送信電力比（ＴＰＲ）値のセットを備える、または、前記支援情報が、前記１つまたは
複数のセルのうちの少なくとも１つによって使用される送信スキームまたは変調制限のセ
ットを備える、または、前記支援情報が、前記１つまたは複数のセルのうちの少なくとも
１つによって使用されるリソース割振りタイプ制限のセットを備える、または、前記支援
情報が、前記１つまたは複数のセルのうちの少なくとも１つによって使用される可能なダ
ウンリンク制御情報（ＤＣＩ）サイズまたはフォーマットのセットを備える、または、前
記支援情報が、前記１つまたは複数のセルのうちの少なくとも１つによって使用される可
能な無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）のセットを備える、または、前記支援情報
が、前記１つまたは複数のセルのうちの少なくとも１つによって使用される仮想セル識別
子（ＩＤ）のセットを備える、請求項５に記載のＢＳ。
【請求項８】
　干渉を引き起こすかまたは潜在的に引き起こす前記１つまたは複数のセルのうちの少な
くとも１つが限定加入者グループ（ＣＳＧ）セルであり、
　前記支援情報が前記ＣＳＧセルに関連する、請求項５に記載のＢＳ。
【請求項９】
　基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のためのコンピュータプログラムであって、
　　サービングセルにおいてサービスされる少なくとも第１のユーザ機器（ＵＥ）への干
渉を引き起こすかまたは潜在的に引き起こす１つまたは複数のセルに関する支援情報を決
定することと、ここで、前記支援情報は、前記１つまたは複数のセルによる送信に関する
スケジューリング情報を備え、前記スケジューリング情報は、次のスケジューリング情報
によって更新されるまで有効である、
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　　前記支援情報を前記第１のＵＥにシグナリングすることと
　を行うためのコードを備える、コンピュータプログラム。
【請求項１０】
　無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを介して、干渉を引き起こすかまたは潜在的
に引き起こす前記１つまたは複数のセルの識別情報への予約済み無線ネットワーク一時識
別子（ＲＮＴＩ）の関連付けをシグナリングすることを行うためのコードをさらに備える
、または、
　干渉を引き起こすかまたは潜在的に引き起こす前記１つまたは複数のセルのうちの少な
くとも１つが限定加入者グループ（ＣＳＧ）セルであり、
　前記支援情報が前記ＣＳＧセルに関連する、
　請求項９に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１１】
　前記支援情報が、前記１つまたは複数のセルのうちの少なくとも１つによって使用され
る送信電力比（ＴＰＲ）値のセットを備える、または、前記支援情報が、前記１つまたは
複数のセルのうちの少なくとも１つによって使用される送信スキームまたは変調制限のセ
ットを備える、または、前記支援情報が、前記１つまたは複数のセルのうちの少なくとも
１つによって使用される可能な無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）のセットを備え
る、請求項９に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１２】
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための方法であって、
　サービングセルにおいてサービスされる少なくとも前記ＵＥへの干渉を引き起こすかま
たは潜在的に引き起こす１つまたは複数のセルに関する支援情報のシグナリングを受信す
ることと、ここで、前記支援情報は、前記１つまたは複数のセルによる送信に関するスケ
ジューリング情報を備え、前記スケジューリング情報は、次のスケジューリング情報によ
って更新されるまで有効である、
　前記サービングセル、または干渉を引き起こす１つまたは複数のセルのうちの少なくと
も１つからの送信による干渉を緩和するために前記情報を使用することと
　を備える、方法。
【請求項１３】
　支援情報のシグナリングを受信することが、非サービング限定加入者グループ（ＣＳＧ
）セルから支援情報のシグナリングを受信することを備え、
　前記支援情報が前記ＣＳＧセルに関連する、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　ワイヤレス通信のためのユーザ機器（ＵＥ）であって、
　　サービングセルにおいてサービスされる少なくとも前記ＵＥへの干渉を引き起こすか
または潜在的に引き起こす１つまたは複数のセルに関する支援情報のシグナリングを受信
することと、ここで、前記支援情報は、前記１つまたは複数のセルによる送信に関するス
ケジューリング情報を備え、前記スケジューリング情報は、次のスケジューリング情報に
よって更新されるまで有効である、
　　前記サービングセル、または干渉を引き起こす１つまたは複数のセルのうちの少なく
とも１つからの送信による干渉を緩和するために前記情報を使用することと
　を行うように構成されたプロセッサと、
　前記プロセッサに結合されたメモリと
　を備える、ＵＥ。
【請求項１５】
　前記プロセッサが、非サービング限定加入者グループ（ＣＳＧ）セルから支援情報のシ
グナリングを受信するようにさらに構成され、
　前記支援情報が前記ＣＳＧセルに関連する、
　請求項１４に記載のＵＥ。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　[0001]本特許出願は、本特許出願の譲受人に譲渡された、その全体が参照により本明細
書に明確に組み込まれる、２０１３年４月２日に出願された米国仮出願第６１／８０７，
７１２号、および２０１３年４月５日に出願された米国仮出願第６１／８０９，２２６号
の優先権を主張する。
【０００２】
　[0002]本開示は、一般に通信システムに関し、より詳細には、干渉緩和のためにネイバ
リングセル（neighboring cell）の支援情報を（たとえば、該支援情報をユーザ機器に搬
送することによって）採用するための方法および装置に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、電話、ビデオ、データ、メッセージング、およびブ
ロードキャストなどの様々な電気通信サービスを提供するために広く展開されている。一
般的なワイヤレス通信システムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、帯域幅、送
信電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多元
接続（multiple-access）技術を採用し得る。そのような多元接続技術の例としては、符
号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分
割多元接続（ＦＤＭＡ）システム、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シ
ングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システム、および時分割同期符号
分割多元接続（ＴＤ－ＳＣＤＭＡ）システムがある。
【０００４】
　[0004]これらの多元接続技術は、異なるワイヤレスデバイスが都市、国家、地域、さら
には地球規模で通信することを可能にする共通プロトコルを与えるために様々な電気通信
規格において採用されている。新生の電気通信規格の一例はロングタームエボリューショ
ン（ＬＴＥ：Long Term Evolution）である。ＬＴＥ／ＬＴＥアドバンスト（LTE-Advance
d）は、第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ：Third Generation Partners
hip Project）によって公表されたユニバーサルモバイルテレコミュニケーションズシス
テム（ＵＭＴＳ：Universal Mobile Telecommunications System）モバイル規格の拡張の
セットである。ＬＴＥ／ＬＴＥアドバンストは、スペクトル効率を改善することによって
モバイルブロードバンドインターネットアクセスをより良くサポートし、コストを下げ、
サービスを改善し、新しいスペクトルを利用し、また、ダウンリンク（ＤＬ）上ではＯＦ
ＤＭＡを使用し、アップリンク（ＵＬ）上ではＳＣ－ＦＤＭＡを使用し、多入力多出力（
ＭＩＭＯ）アンテナ技術を使用して他のオープン規格とより良く統合するように設計され
ている。しかしながら、モバイルブロードバンドアクセスに対する需要が増大し続けるに
つれて、ＬＴＥ技術のさらなる改善が必要である。好ましくは、これらの改善は、他の多
元接続技術と、これらの技術を採用する電気通信規格とに適用可能であるべきである。
【０００５】
　[0005]ワイヤレス通信ネットワークは、いくつかのモバイルデバイスのための通信をサ
ポートすることができるいくつかの基地局を含み得る。いくつかの技術では、モバイルデ
バイスは、アクセス端末、ユーザ機器（ＵＥ）、移動局などと呼ばれることがある。モバ
イルデバイスは、ダウンリンク（ＤＬ）送信とアップリンク（ＵＬ）送信とを介して基地
局と通信し得る。ダウンリンク（または順方向リンク）は、基地局からモバイルデバイス
への通信リンクを指し、アップリンク（または逆方向リンク）は、モバイルデバイスから
基地局への通信リンクを指す。各基地局は、セルのカバレージエリアと呼ばれることがあ
るカバレージ範囲を有する。
【０００６】
　[0006]セルラー展開では、地方、郊外、および都市エリアなどの広い領域をサービスす
るセルを表すためにマクロセルが使用される。住宅、中小企業、建築物、または他の限ら
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れた領域ではより小さいセルが展開され得る。これらのスモールセルは、ピコセルまたは
フェムトセルなどの異なるクラスに分類される。ピコセルは、直接バックホールを介して
サービスプロバイダのネットワークまたはマクロセルに接続され得る。フェムトセルは、
しばしば、ブロードバンド接続または他の媒体を介してサービスプロバイダのネットワー
クに接続され得る。３ＧＰＰ用語では、これらのセルは、ＵＭＴＳ（ＷＣＤＭＡ（登録商
標）、または高速パケットアクセス（ＨＳＰＡ：High Speed Packet Access））の場合に
はホームノードＢ（ＨＮＢ）と呼ばれ、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークの場合にはホー
ムｅノードＢ（ＨｅＮＢ）と呼ばれることがある。いくつかのスモールセルは、セルとの
関連付けを有するＵＥによる制限付きアクセスを与える。これらの制限付きアクセスセル
は限定加入者グループ（ＣＳＧ：closed subscriber group）セルと呼ばれることがある
。ＵＥとセルとの間の固有の関連付けなしに、１つまたは複数のプロバイダネットワーク
に関連するＵＥにアクセスを与えるセル（たとえば、マクロセル、ピコセル、フェムトセ
ルなど）はオープンアクセスセルと呼ばれることがある。
【０００７】
　[0007]スモールセルは、一般に、マクロセルよりも低い電力で送信するが、スモールセ
ルからの信号は、マクロセルから受信される信号と比較して比較的高い信号強度でＵＥに
おいて受信され得る。たとえば、ＵＥが、マクロセルのためのセルエッジの近くに、ただ
しスモールセルに比較的近接して位置する場合、ＵＥにおいて受信されるスモールセル信
号は、マクロセルから受信される信号と同じくらい強いか、またはそれよりもさらに強い
ことがある。スモールがＣＳＧセルであり、ＵＥがＣＳＧセルのメンバーでない事例では
、ＵＥは、ＣＳＧセルを使用してネットワークにアクセスすることが可能でなく、ＣＳＧ
セル信号からの干渉により、マクロセルとの通信リンクを確立するためにマクロセルから
の適切な信号を見つけ、復号することが困難であり得る。
【発明の概要】
【０００８】
　[0008]本開示のいくつかの態様は、基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための方法
を提供する。本方法は、概して、サービングセルにおいてサービスされる少なくとも第１
のユーザ機器（ＵＥ）に干渉するかまたは潜在的に干渉する１つまたは複数のセルについ
ての支援情報を決定することと、支援情報をＵＥにシグナリングすることとを含む。
【０００９】
　[0009]本開示のいくつかの態様は、ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための
方法を提供する。本方法は、概して、サービングセルにおいてサービスされる少なくとも
第１のユーザ機器（ＵＥ）に干渉するかまたは潜在的に干渉する１つまたは複数について
の支援情報のシグナリングを受信することと、サービングセルまたは１つまたは複数のネ
イバリングセルのうちの少なくとも１つからの送信による干渉を緩和するためにその情報
を使用することと含む。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】[0010]ネットワークアーキテクチャの一例を示す図。
【図２】[0011]アクセスネットワークの一例を示す図。
【図３】[0012]ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の一例を示す図。
【図４】[0013]ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の一例を示す図。
【図５】[0014]ユーザプレーンおよび制御プレーンのための無線プロトコルアーキテクチ
ャの一例を示す図。
【図６】[0015]本開示のいくつかの態様による、アクセスネットワーク中の発展型ノード
Ｂおよびユーザ機器の一例を示す図。
【図７】[0016]本開示の態様による、ネイバーセル（neighbor cell）信号のネットワー
ク支援取得のためのワイヤレス通信システムの図。
【図８】[0017]本開示の態様による、ネイバーセル信号のネットワーク支援取得を示すタ
イミング図。
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【図９】[0018]本開示のいくつかの態様による、支援情報をＵＥに搬送するために基地局
（ＢＳ）によって実行される動作９００を示す流れ図。
【図１０】[0019]本開示のいくつかの態様による、支援情報を受信し、干渉除去のために
支援情報を使用する、ユーザ機器（ＵＥ）によって実行される動作１０００を示す流れ図
。
【図１１】[0020]本開示のいくつかの態様による、スケジューリング情報のセットを示す
図。
【詳細な説明】
【００１１】
　[0021]添付の図面に関して以下に記載する詳細な説明は、様々な構成を説明するもので
あり、本明細書で説明する概念が実施され得る構成のみを表すことを意図したものではな
い。詳細な説明は、様々な概念の完全な理解を与えるための具体的な詳細を含む。ただし
、これらの概念はこれらの具体的な詳細なしに実施され得ることが当業者には明らかであ
ろう。いくつかの例では、そのような概念を不明瞭にしないように、よく知られている構
造および構成要素をブロック図の形式で示す。
【００１２】
　[0022]次に、様々な装置および方法に関して電気通信システムのいくつかの態様を提示
する。これらの装置および方法について、以下の詳細な説明において説明し、（「要素」
と総称される）様々なブロック、モジュール、構成要素、回路、ステップ、プロセス、ア
ルゴリズムなどによって添付の図面に示す。これらの要素は、ハードウェア、ソフトウェ
ア／ファームウェア、またはそれらの組合せを使用して実装され得る。そのような要素が
ハードウェアとして実装されるのか、ソフトウェアとして実装されるのかは、特定の適用
例および全体的なシステムに課される設計制約に依存する。
【００１３】
　[0023]例として、要素、または要素の任意の部分、または要素の任意の組合せは、１つ
または複数のプロセッサを含む「処理システム」を用いて実装され得る。プロセッサの例
としては、マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳ
Ｐ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバイ
ス（ＰＬＤ）、ステートマシン、ゲート論理、ディスクリートハードウェア回路、および
本開示全体にわたって説明する様々な機能を実行するように構成された他の好適なハード
ウェアがある。処理システム中の１つまたは複数のプロセッサはソフトウェアを実行し得
る。ソフトウェアは、ソフトウェア／ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、
ハードウェア記述言語などの名称にかかわらず、命令、命令セット、コード、コードセグ
メント、プログラムコード、プログラム、サブプログラム、ソフトウェアモジュール、ア
プリケーション、ソフトウェアアプリケーション、ソフトウェアパッケージ、ルーチン、
サブルーチン、オブジェクト、実行ファイル、実行スレッド、プロシージャ、関数などを
意味すると広く解釈されたい。
【００１４】
　[0024]したがって、１つまたは複数の例示的な実施形態では、説明する機能は、ハード
ウェア、ソフトウェア／ファームウェア、またはそれらの組合せで実装され得る。ソフト
ウェアで実装される場合、機能は、コンピュータ可読媒体上に記憶されるか、あるいはコ
ンピュータ可読媒体上に１つまたは複数の命令またはコードとして符号化され得る。コン
ピュータ可読媒体はコンピュータ記憶媒体を含む。記憶媒体は、コンピュータによってア
クセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、そのようなコ
ンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭまた
は他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気ストレージデバイ
ス、あるいは命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコードを搬送または記憶す
るために使用され得、コンピュータによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を備える
ことができる。本明細書で使用するディスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパ
クトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（
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disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク
（disk）およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ディスク（disk）
は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データをレーザーで光学的に
再生する。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含まれるべきである。
【００１５】
　[0025]本開示の様々な態様は、マクロセルとスモールセル（たとえば、ピコおよびフェ
ムトセル）とを展開する異種ネットワークのためのネイバーセル送信のネットワーク支援
取得を提供する。ネイバーセル信号についてネットワーク支援取得を可能にするために、
スモールセルは、ネイバーセルからの送信中の同期信号、システム情報、および／または
ページング情報を取得する際にＵＥによって使用される支援情報を送信し得る。スモール
セルは、たとえば、様々なネイバーセル信号を取得するために、ネイバーセルがスモール
セルと同期されるかどうかを示し、ネイバーセルがシステムフレーム番号（ＳＦＮ：syst
em frame number）アライメントされるかどうかをシグナリングし、ネイバーセルの無線
フレーム境界オフセットを示し、ネイバーセルシステム情報ブロック（ＳＩＢ：system i
nformation block）情報を示し、ネイバーセルページング情報を示し、および／または干
渉除去を実行するためのサブフレームを示し得る。
【００１６】
　[0026]いくつかの実施形態では、スモールセルは、ネイバーセル信号を検出および／ま
たは復号するためにスモールセル信号を抑制または除去する際にＵＥによって使用される
干渉除去情報を送信し得る。スモールセルは、たとえば、スモールセル信号の送信電力レ
ベルを示す情報（たとえば、ＴＰＲなど）、スモールセル信号がどのように符号化または
スクランブルされるかを示す情報（たとえば、スモールセル仮想ＩＤなど）、あるいはス
モールセル送信がどのように割り振られるかに関係する情報（たとえば、開始データチャ
ネルシンボル位置など）を送信し得る。いくつかの実施形態では、スモールセルは、スモ
ールセル信号を抑制または除去するためにＵＥによって使用され得るパラメータの固定セ
ットに従って動作し得る。たとえば、スモールセルは、ＴＰＲ値の固定セット、仮想ＩＤ
の固定セット、固定開始データチャネルシンボル位置などに従って動作し得る。いくつか
の実施形態では、スモールセルのための仮想セルＩＤはスモールセルの物理セルＩＤとの
所定の関係に従い得る。支援情報および／または干渉除去情報は、（たとえば、スモール
セルに登録またはキャンプオンすることなしに）ＲＲＣ接続より前にＵＥによって受信さ
れ得るシステム情報メッセージ中で送信され得る。
【００１７】
　[0027]図１は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャ１００を示す図である。ＬＴＥネッ
トワークアーキテクチャ１００は、発展型パケットシステム（ＥＰＳ：Evolved Packet S
ystem）１００と呼ばれることがある。ＥＰＳ１００は、１つまたは複数のユーザ機器（
ＵＥ）１０２と、発展型ＵＭＴＳ地上波無線アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ：Ev
olved UMTS Terrestrial Radio Access Network）１０４と、発展型パケットコア（ＥＰ
Ｃ：Evolved Packet Core）１１０と、ホーム加入者サーバ（ＨＳＳ：Home Subscriber S
erver）１２０と、事業者のインターネットプロトコル（ＩＰ）サービス１２２とを含み
得る。ＥＰＳは他のアクセスネットワークと相互接続することができるが、簡単のために
、それらのエンティティ／インターフェースは図示していない。例示的な他のアクセスネ
ットワークは、ＩＰマルチメディアサブシステム（ＩＭＳ：IP Multimedia Subsystem）
パケットデータネットワーク（ＰＤＮ：Packet Data Network）、インターネットＰＤＮ
、管理ＰＤＮ（たとえば、プロビジョニングＰＤＮ）、キャリア固有のＰＤＮ、事業者固
有のＰＤＮ、および／またはＧＰＳ　ＰＤＮを含み得る。図示のように、ＥＰＳはパケッ
ト交換サービスを提供するが、当業者なら容易に諒解するように、本開示全体にわたって
提示する様々な概念は、回線交換サービスを提供するネットワークに拡張され得る。
【００１８】
　[0028]Ｅ－ＵＴＲＡＮは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）１０６と他のｅＮＢ１０８とを含
む。ｅＮＢ１０６は、ＵＥ１０２に対してユーザプレーンプロトコル終端と制御プレーン
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プロトコル終端とを与える。ｅＮＢ１０６は、Ｘ２インターフェース（たとえば、バック
ホール）を介して他のｅＮＢ１０８に接続され得る。ｅＮＢ１０６は、基地局、基地トラ
ンシーバ局、無線基地局、無線トランシーバ、トランシーバ機能、基本サービスセット（
ＢＳＳ：basic service set）、拡張サービスセット（ＥＳＳ：extended service set）
、または何らかの他の好適な用語で呼ばれることもある。ｅＮＢ１０６は、ＵＥ１０２に
ＥＰＣ１１０へのアクセスポイントを与える。ＵＥ１０２の例としては、セルラーフォン
、スマートフォン、セッション開始プロトコル（ＳＩＰ：session initiation protocol
）フォン、ラップトップ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、衛星無線、全地球測位システム、マ
ルチメディアデバイス、ビデオデバイス、デジタルオーディオプレーヤ（たとえば、ＭＰ
３プレーヤ）、カメラ、ゲーム機、タブレット、ネットブック、スマートブック、または
任意の他の同様の機能デバイスがある。ＵＥ１０２は、当業者によって、移動局、加入者
局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユニット、モバ
イルデバイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、モバ
イル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセ
ット、ユーザエージェント、モバイルクライアント、クライアント、または何らかの他の
好適な用語で呼ばれることもある。
【００１９】
　[0029]ｅＮＢ１０６はＳ１インターフェースによってＥＰＣ１１０に接続される。ＥＰ
Ｃ１１０は、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ：Mobility Management Entity）１１
２と、他のＭＭＥ１１４と、サービングゲートウェイ１１６と、パケットデータネットワ
ーク（ＰＤＮ）ゲートウェイ１１８とを含む。ＭＭＥ１１２は、ＵＥ１０２とＥＰＣ１１
０との間のシグナリングを処理する制御ノードである。概して、ＭＭＥ１１２はベアラお
よび接続管理を提供する。すべてのユーザＩＰパケットはサービングゲートウェイ１１６
を通して転送され、サービングゲートウェイ１１６自体はＰＤＮゲートウェイ１１８に接
続される。ＰＤＮゲートウェイ１１８は、ＵＥのＩＰアドレス割振りならびに他の機能を
与える。ＰＤＮゲートウェイ１１８は事業者のＩＰサービス１２２に接続される。事業者
のＩＰサービス１２２は、たとえば、インターネットと、イントラネットと、ＩＰマルチ
メディアサブシステム（ＩＭＳ）と、ＰＳストリーミングサービス（ＰＳＳ：PS Streami
ng Service）とを含み得る。このようにして、ＵＥ１０２は、ＬＴＥネットワークを通し
てＰＤＮに結合され得る。
【００２０】
　[0030]図２は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャにおけるアクセスネットワーク２０
０の一例を示す図である。この例では、アクセスネットワーク２００は、いくつかのセル
ラー領域（セル）２０２に分割される。１つまたは複数のより低い電力クラスのｅＮＢ２
０８は、セル２０２のうちの１つまたは複数と重複するセルラー領域２１０を有し得る。
より低い電力クラスのｅＮＢ２０８は、リモートラジオヘッド（ＲＲＨ：remote radio h
ead）と呼ばれることがある。より低い電力クラスのｅＮＢ２０８は、フェムトセル（た
とえば、ホームｅＮＢ（ＨｅＮＢ））、ピコセル、またはマイクロセルであり得る。マク
ロｅＮＢ２０４は各々、それぞれのセル２０２に割り当てられ、セル２０２中のすべての
ＵＥ２０６にＥＰＣ１１０へのアクセスポイントを与えるように構成される。アクセスネ
ットワーク２００のこの例では集中コントローラはないが、代替構成では集中コントロー
ラが使用され得る。ｅＮＢ２０４とｅＮＢ２０８とは、ワイヤード（たとえば、銅、ファ
イバーなど）バックホールリンクおよび／またはワイヤレス（たとえば、マイクロ波など
）バックホールリンクであり得るバックホールリンクを介して互いと通信し得る。ｅＮＢ
２０４は、無線ベアラ制御、承認制御、モビリティ制御、スケジューリング、セキュリテ
ィ、およびサービングゲートウェイ１１６への接続を含む、すべての無線関係機能を担う
。
【００２１】
　[0031]アクセスネットワーク２００によって採用される変調および多元接続スキームは
、展開されている特定の電気通信規格に応じて異なり得る。ＬＴＥ適用例では、周波数分
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割複信（ＦＤＤ：frequency division duplexing）と時分割複信（ＴＤＤ：time divisio
n duplexing）の両方をサポートするために、ＯＦＤＭがＤＬ上で使用され、ＳＣ－ＦＤ
ＭＡがＵＬ上で使用される。当業者なら以下の詳細な説明から容易に諒解するように、本
明細書で提示する様々な概念はＬＴＥ適用例に好適である。ただし、これらの概念は、他
の変調および多元接続技法を採用する他の電気通信規格に容易に拡張され得る。例として
、これらの概念は、エボリューションデータオプティマイズド（ＥＶ－ＤＯ：Evolution-
Data Optimized）またはウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ：Ultra Mobile Broad
band）に拡張され得る。ＥＶ－ＤＯおよびＵＭＢは、ＣＤＭＡ２０００規格ファミリーの
一部として第３世代パートナーシッププロジェクト２（３ＧＰＰ２：3rd Generation Par
tnership Project 2）によって公表されたエアインターフェース規格であり、移動局にブ
ロードバンドインターネットアクセスを提供するためにＣＤＭＡを採用する。これらの概
念はまた、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ（登録商標））とＴＤ－ＳＣＤＭＡなどのＣＤ
ＭＡの他の変形形態とを採用するユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ：Universa
l Terrestrial Radio Access）、ＴＤＭＡを採用するモバイル通信用グローバルシステム
（ＧＳＭ（登録商標）：Global System for Mobile Communications）、ならびに、ＯＦ
ＤＭＡを採用する、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ：Evolved UTRA）、ウルトラモバイル
ブロードバンド（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））、ＩＥＥ
Ｅ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．２０、およびＦｌａｓｈ
－ＯＦＤＭに拡張され得る。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥおよびＧＳＭは
、３ＧＰＰ団体からの文書に記載されている。ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは、３ＧＰ
Ｐ２団体からの文書に記載されている。採用される実際のワイヤレス通信規格および多元
接続技術は、特定の適用例およびシステムに課される全体的な設計制約に依存することに
なる。
【００２２】
　[0032]ｅＮＢ２０４は、ＭＩＭＯ技術をサポートするマルチプルなアンテナを有し得る
。ＭＩＭＯ技術の使用により、ｅＮＢ２０４は、空間多重化、ビームフォーミング、およ
び送信ダイバーシティをサポートするために空間領域を活用することが可能になる。空間
多重化は、データの異なるストリームを同じ周波数上で同時に送信するために使用され得
る。データストリームは、データレートを増加させるために単一のＵＥ２０６に送信され
るか、または全体的なシステム容量を増加させるために複数のＵＥ２０６に送信され得る
。これは、各データストリームを空間的にプリコーディングし（たとえば、振幅および位
相のスケーリングを適用し）、次いでＤＬ上で複数の送信アンテナを通して空間的にプリ
コーディングされた各ストリームを送信することによって達成される。空間的にプリコー
ディングされたデータストリームは、異なる空間シグネチャとともに（１つまたは複数の
）ＵＥ２０６に到着し、これにより、（１つまたは複数の）ＵＥ２０６の各々がそのＵＥ
２０６に宛てられた１つまたは複数のデータストリームを復元することが可能になる。Ｕ
Ｌ上で、各ＵＥ２０６は、空間的にプリコーディングされたデータストリームを送信し、
これにより、ｅＮＢ２０４は、各空間的にプリコーディングされたデータストリームのソ
ースを識別することが可能になる。
【００２３】
　[0033]空間多重化は、概して、チャネル状態が良好であるときに使用される。チャネル
状態があまり良好でないときには、送信エネルギーを１つまたは複数の方向に集中させる
ためにビームフォーミングが使用され得る。これは、複数のアンテナを通して送信するた
めのデータを空間的にプリコーディングすることによって達成され得る。セルのエッジに
おいて良好なカバレージを達成するために、送信ダイバーシティと組み合わせてシングル
ストリームビームフォーミング送信が使用され得る。
【００２４】
　[0034]以下の詳細な説明では、アクセスネットワークの様々な態様について、ＤＬ上で
ＯＦＤＭをサポートするＭＩＭＯシステムに関して説明する。ＯＦＤＭは、ＯＦＤＭシン
ボル内のいくつかのサブキャリアを介してデータを変調するスペクトル拡散（spread-spe
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ctrum）技法である。サブキャリアは正確な周波数で離間される。離間は、受信機がサブ
キャリアからデータを復元することを可能にする「直交性（orthogonality）」を与える
。時間領域では、ＯＦＤＭシンボル間干渉をなくすために、ガードインターバル（たとえ
ば、サイクリックプレフィックス）が各ＯＦＤＭシンボルに追加され得る。ＵＬは、ＵＥ
から送信するためのピーク対平均電力比（ＰＡＰＲ：peak-to-average power ratio）を
低減し、ＵＥが、ＯＦＤＭＡと比較してより少ない電力を消費することを可能にするため
に、ＳＣ－ＦＤＭＡをＤＦＴ拡散ＯＦＤＭ信号の形態で使用し得る。
【００２５】
　[0035]ＵＥは、一般に、高度モバイル動作を可能にするために、小型バッテリーなどの
内部電源を使用して動作するので、モバイルデバイス電力消費を軽減するためにスモール
セル（たとえば、ピコセルおよびフェムトセル）の戦略的展開が使用され得る。たとえば
、フェムトセルは、（たとえば、容量制限、帯域幅制限、信号フェージング、信号シャド
ーイングなどのために）場合によっては十分なサービスまたはいかなるサービスをも経験
しないことがあるエリア内でサービスを提供するために利用され得、それにより、ＵＥが
サーチ時間を短縮し、送信電力を低減し、送信時間を短縮することなどが可能になる。し
たがって、ＵＥがピコセルまたはフェムトセルによってサービスされる場合、ＵＥは、一
般にサービングセルに比較的近接して位置し、しばしば、ＵＥが低減された送信電力を用
いて通信することを可能にする。ｅＮＢなどの無制限アクセスセルまたはオープンアクセ
スセルに加えて、ネットワークは、セルとの関連付けを有するＵＥへの制限付きアクセス
を与えるＣＳＧセルを含み得る。
【００２６】
　[0036]ＣＳＧセルは、以下で、セルとの関連付けを有するＵＥに制限付きアクセスを与
える何らかのアクセスポイント（たとえば、マクロセル、ピコセル、フェムトセルなど）
を記述するために総称的に使用され、限定的なものとして解釈されるべきではない。各Ｃ
ＳＧセルはＵＥのセットにアクセスを与え得、ＣＳＧセルにアクセスすることを許される
ＵＥは、それらがアクセスを許されるＣＳＧセルについての「ホワイトリスト」を維持し
得る。
【００２７】
　[0037]図３は、ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造３００の一例を示す図である。フレー
ム（１０ｍｓ）は、０～９のインデックスをもつ等しいサイズの１０個のサブフレームに
分割され得る。各サブフレームは、２つの連続するタイムスロットを含み得る。２つのタ
イムスロットを表すためにリソースグリッドが使用され得、各タイムスロットはリソース
ブロックを含む。リソースグリッドは複数のリソース要素に分割される。ＬＴＥでは、リ
ソースブロックは、周波数領域中に１２個の連続するサブキャリアを含んでおり、各ＯＦ
ＤＭシンボル中のノーマルサイクリックプレフィックスについて、時間領域中に７個の連
続するＯＦＤＭシンボル、または８４個のリソース要素を含んでいる。拡張サイクリック
プレフィックスについて、リソースブロックは、時間領域中に６個の連続するＯＦＤＭシ
ンボルを含んでおり、７２個のリソース要素を有する。Ｒ３０２、３０４として示される
リソース要素のいくつかはＤＬ基準信号（ＤＬ－ＲＳ：DL reference signal）を含む。
ＤＬ－ＲＳは、セル固有基準信号（ＣＲＳ：cell-specific reference signal、共通基準
信号と呼ばれることがある）３０２とＵＥ固有基準信号（ＵＥ－ＲＳ：UE-specific refe
rence signal）３０４とを含む。ＵＥ－ＲＳ３０４は、対応する物理ＤＬ共有チャネル（
ＰＤＳＣＨ：physical DL shared channel）がマッピングされるリソースブロック上での
み送信される。各リソース要素によって搬送されるビット数は変調スキームに依存する。
したがって、ＵＥが受信するリソースブロックが多いほど、また変調スキームが高いほど
、ＵＥのデータレートは高くなる。
【００２８】
　[0038]ＬＴＥでは、ｅＮＢは、ｅＮＢ中の各セルについて１次同期信号（ＰＳＳ：prim
ary synchronization signal）と２次同期信号（ＳＳＳ：secondary synchronization si
gnal）とを送り得る。１次同期信号および２次同期信号は、それぞれ、ノーマルサイクリ
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ックプレフィックス（ＣＰ：cyclic prefix）をもつ各無線フレームのサブフレーム０お
よび５の各々中のシンボル期間６および５中で送られ得る。同期信号は、セル検出および
取得のためにＵＥによって使用され得る。ｅＮＢは、サブフレーム０のスロット１中のシ
ンボル期間０～３中で物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ：Physical Broadcast C
hannel）を送り得る。ＰＢＣＨは特定のシステム情報を搬送し得る。
【００２９】
　[0039]ダウンリンク物理チャネルは、物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）、物
理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ：physical downlink control channel）、物
理ＨＡＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ：physical HARQ indicator channel）、
および物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）のうちの少なくとも１つを含み得る
。物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ：physical control forma
t indicator channel）中で搬送される制御フォーマットインジケータ（ＣＦＩ：control
 format indicator）は、特定のダウンリンクサブフレームのためのＰＤＣＣＨ中のシン
ボルの数を示し得る。アップリンク物理チャネルは、物理アップリンク制御チャネル（Ｐ
ＵＣＣＨ：physical uplink control channel）および物理アップリンク共有チャネル（
ＰＵＳＣＨ：physical uplink shared channel）のうちの少なくとも１つを含み得る。Ｐ
ＤＣＣＨは、ＰＤＳＣＨ上でのＵＥのためのデータ送信を示し、ならびにＰＵＳＣＨにつ
いてＵＥにＵＬリソース許可を与える、ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ：downlink contr
ol information）を搬送し得る。ＵＥは、制御セクション中の割り当てられたリソースブ
ロック上のＰＵＣＣＨ中で制御情報を送信し得る。ＵＥは、データセクション中の割り当
てられたリソースブロック上のＰＵＳＣＨ中でデータのみまたはデータと制御情報の両方
を送信し得る。
【００３０】
　[0040]ｅＮＢは、各サブフレームの第１のシンボル期間中で物理制御フォーマットイン
ジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）を送り得る。ＰＣＦＩＣＨは、制御チャネルのために
使用されるいくつか（Ｍ個）のシンボル期間を搬送し得、ここで、Ｍは、１、２または３
に等しいものであり得、サブフレームごとに変化し得る。Ｍはまた、たとえば、リソース
ブロックが１０個未満である、小さいシステム帯域幅では４に等しくなり得る。ｅＮＢは
、各サブフレームの最初のＭ個のシンボル期間中で物理ＨＡＲＱインジケータチャネル（
ＰＨＩＣＨ）と物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）とを送り得る。ＰＨＩＣＨ
は、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ：hybrid automatic retransmission request
）をサポートするための情報を搬送し得る。ＰＤＣＣＨは、ＵＥのためのリソース割振り
に関する情報と、ダウンリンクチャネルのための制御情報とを搬送し得る。ｅＮＢは、各
サブフレームの残りのシンボル期間中で物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）を
送り得る。ＰＤＳＣＨは、ダウンリンク上でのデータ送信のためにスケジュールされたＵ
Ｅのためのデータを搬送し得る。
【００３１】
　[0041]ｅＮＢは、ｅＮＢによって使用されるシステム帯域幅の中心１．０８ＭＨｚにお
いてＰＳＳ、ＳＳＳ、およびＰＢＣＨを送り得る。ｅＮＢは、これらのチャネルが送られ
る各シンボル期間中のシステム帯域幅全体にわたってＰＣＦＩＣＨおよびＰＨＩＣＨを送
り得る。ｅＮＢは、システム帯域幅のいくつかの部分においてＵＥのグループにＰＤＣＣ
Ｈを送り得る。ｅＮＢは、システム帯域幅の特定の部分において特定のＵＥにＰＤＳＣＨ
を送り得る。ｅＮＢは、すべてのＵＥにブロードキャスト方式でＰＳＳ、ＳＳＳ、ＰＢＣ
Ｈ、ＰＣＦＩＣＨ、およびＰＨＩＣＨを送り得、特定のＵＥにユニキャスト方式でＰＤＣ
ＣＨを送り得、また特定のＵＥにユニキャスト方式でＰＤＳＣＨを送り得る。
【００３２】
　[0042]各シンボル期間においていくつかのリソース要素が利用可能であり得る。各リソ
ース要素（ＲＥ：resource element）は、１つのシンボル期間中の１つのサブキャリアを
カバーし得、実数値または複素数値であり得る１つの変調シンボルを送るために使用され
得る。各シンボル期間中で基準信号のために使用されないリソース要素は、リソース要素
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グループ（ＲＥＧ：resource element group）中に配置され得る。各ＲＥＧは、１つのシ
ンボル期間中に４つのリソース要素を含み得る。ＰＣＦＩＣＨは、シンボル期間０におい
て、周波数にわたってほぼ等しく離間され得る、４つのＲＥＧを占有し得る。ＰＨＩＣＨ
は、１つまたは複数の構成可能なシンボル期間において、周波数にわたって拡散され得る
、３つのＲＥＧを占有し得る。たとえば、ＰＨＩＣＨのための３つのＲＥＧは、すべてシ
ンボル期間０に属し得るか、またはシンボル期間０、１、および２に拡散され得る。ＰＤ
ＣＣＨは、たとえば、最初のＭ個のシンボル期間において、利用可能なＲＥＧから選択さ
れ得る、９、１８、３６、または７２個のＲＥＧを占有し得る。ＲＥＧのいくつかの組合
せのみがＰＤＣＣＨに対して可能にされ得る。
【００３３】
　[0043]ＵＥは、ＰＨＩＣＨおよびＰＣＦＩＣＨのために使用される特定のＲＥＧを知り
得る。ＵＥは、ＰＤＣＣＨのためのＲＥＧの様々な組合せをサーチし得る。サーチすべき
組合せの数は、一般に、ＰＤＣＣＨに対して可能にされる組合せの数よりも少ない。ｅＮ
Ｂは、ＵＥがサーチすることになる組合せのいずれかにおいてＵＥにＰＤＣＣＨを送り得
る。
【００３４】
　[0044]図４は、ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の一例を示す図４００である。ＵＬの
ための利用可能なリソースブロックは、データセクションと制御セクションとに区分され
得る。制御セクションは、システム帯域幅の２つのエッジにおいて形成され得、設定可能
なサイズを有し得る。制御セクション中のリソースブロックは、制御情報を送信するため
にＵＥに割り当てられ得る。データセクションは、制御セクション中に含まれないすべて
のリソースブロックを含み得る。ＵＬフレーム構造は、単一のＵＥがデータセクション中
の隣接サブキャリアのすべてを割り当てられることを可能にし得る、隣接サブキャリアを
含むデータセクションを生じる。
【００３５】
　[0045]ＵＥは、ｅＮＢに制御情報を送信するために、制御セクション中のリソースブロ
ック４１０ａ、４１０ｂを割り当てられ得る。ＵＥは、また、ｅＮＢにデータを送信する
ために、データセクション中のリソースブロック４２０ａ、４２０ｂも割り当てられ得る
。ＵＥは、制御セクション中の割り当てられたリソースブロック上の物理ＵＬ制御チャネ
ル（ＰＵＣＣＨ）中で制御情報を送信し得る。ＵＥは、データセクション中の割り当てら
れたリソースブロック上の物理ＵＬ共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）中でデータのみまたはデ
ータと制御情報の両方を送信し得る。ＵＬ送信は、サブフレームの両方のスロットにわた
り得、周波数上でホッピングし得る。
【００３６】
　[0046]初期システムアクセスを実行し、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ：
physical random access channel）４３０中でＵＬ同期を達成するために、リソースブロ
ックのセットが使用され得る。ＰＲＡＣＨ４３０は、ランダムシーケンスを搬送し、いか
なるＵＬデータ／シグナリングも搬送することができない。各ランダムアクセスプリアン
ブルは、６つの連続するリソースブロックに対応する帯域幅を占有する。開始周波数はネ
ットワークによって指定される。すなわち、ランダムアクセスプリアンブルの送信は、あ
る特定の時間リソースおよび周波数リソースに制限される。周波数ホッピングはＰＲＡＣ
Ｈにはない。ＰＲＡＣＨ試行は単一のサブフレーム（１ｍｓ）中でまたは少数の隣接サブ
フレームのシーケンス中で搬送され、ＵＥは、フレーム（１０ｍｓ）ごとに単一のＰＲＡ
ＣＨ試行だけを行うことができる。
【００３７】
　[0047]図５は、ＬＴＥにおけるユーザプレーンおよび制御プレーンのための無線プロト
コルアーキテクチャの一例を示す図５００である。ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロト
コルアーキテクチャは、レイヤ１、レイヤ２、およびレイヤ３という３つのレイヤととも
に示されている。レイヤ１（Ｌ１レイヤ）は最下位レイヤであり、様々な物理レイヤ信号
処理機能を実装する。Ｌ１レイヤを本明細書では物理レイヤ５０６と呼ぶ。レイヤ２（Ｌ
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２レイヤ）５０８は、物理レイヤ５０６の上にあり、物理レイヤ５０６を介したＵＥとｅ
ＮＢとの間のリンクを担う。
【００３８】
　[0048]ユーザプレーンでは、Ｌ２レイヤ５０８は、ネットワーク側のｅＮＢにおいて終
端される、媒体アクセス制御（ＭＡＣ：media access control）サブレイヤ５１０と、無
線リンク制御（ＲＬＣ：radio link control）サブレイヤ５１２と、パケットデータコン
バージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ：packet data convergence protocol）５１４サブレ
イヤとを含む。図示されていないが、ＵＥは、ネットワーク側のＰＤＮゲートウェイ１１
８において終端されるネットワークレイヤ（たとえば、ＩＰレイヤ）と、接続の他端（た
とえば、ファーエンドＵＥ、サーバなど）において終端されるアプリケーションレイヤと
を含めて、Ｌ２レイヤ５０８の上にいくつかの上位レイヤを有し得る。
【００３９】
　[0049]ＰＤＣＰサブレイヤ５１４は、異なる無線ベアラと論理チャネルとの間で多重化
を提供する。ＰＤＣＰサブレイヤ５１４はまた、無線送信オーバーヘッドを低減するため
の上位レイヤデータパケットに関するヘッダ圧縮と、データパケットを暗号化することに
よるセキュリティと、ＵＥに対するｅＮＢ間のハンドオーバサポートとを与える。ＲＬＣ
サブレイヤ５１２は、上位レイヤデータパケットのセグメンテーションおよびリアセンブ
リ、紛失データパケットの再送信、および、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）に起
因する、順が狂った受信を補正するためのデータパケットの並べ替えを提供する。ＭＡＣ
サブレイヤ５１０は、論理チャネルとトランスポートチャネルとの間の多重化を提供する
。ＭＡＣサブレイヤ５１０はまた、ＵＥの間で１つのセル中の様々な無線リソース（たと
えば、リソースブロック）を割り振ることを担う。ＭＡＣサブレイヤ５１０はまたＨＡＲ
Ｑ動作を担う。
【００４０】
　[0050]制御プレーンでは、ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロトコルアーキテクチャは
、制御プレーンに関するヘッダ圧縮機能がないことを除いて、物理レイヤ５０６およびＬ
２レイヤ５０８について実質的に同じである。制御プレーンはまた、レイヤ３（Ｌ３レイ
ヤ）中に無線リソース制御（ＲＲＣ：radio resource control）サブレイヤ５１６を含む
。ＲＲＣサブレイヤ５１６は、無線リソース（すなわち、無線ベアラ）を取得することと
、ｅＮＢとＵＥとの間のＲＲＣシグナリングを使用して下位レイヤを構成することとを担
う。
【００４１】
　[0051]図６は、アクセスネットワーク中でＵＥ６５０と通信しているｅＮＢ６１０のブ
ロック図である。ＤＬでは、コアネットワークからの上位レイヤパケットがコントローラ
／プロセッサ６７５に与えられる。コントローラ／プロセッサ６７５はＬ２レイヤの機能
を実装する。ＤＬでは、コントローラ／プロセッサ６７５は、様々な優先度メトリックに
基づいて、ヘッダ圧縮、暗号化、パケットのセグメンテーションおよび並べ替え、論理チ
ャネルとトランスポートチャネルとの間の多重化、ならびにＵＥ６５０への無線リソース
割振りを提供する。コントローラ／プロセッサ６７５はまた、ＨＡＲＱ動作、紛失パケッ
トの再送信、およびＵＥ６５０へのシグナリングを担う。
【００４２】
　[0052]ＴＸプロセッサ６１６は、Ｌ１レイヤ（すなわち、物理レイヤ）のための様々な
信号処理機能を実装する。信号処理機能は、ＵＥ６５０における前方誤り訂正（ＦＥＣ：
forward error correction）と、様々な変調スキーム（たとえば、２位相シフトキーイン
グ（ＢＰＳＫ：binary phase-shift keying）、４位相シフトキーイング（ＱＰＳＫ：qua
drature phase-shift keying）、Ｍ位相シフトキーイング（Ｍ－ＰＳＫ：M-phase-shift 
keying）、多値直交振幅変調（Ｍ－ＱＡＭ：M-quadrature amplitude modulation））に
基づく信号コンスタレーションへのマッピングとを可能にするために、コーディングとイ
ンターリービングとを含む。コーディングされ変調されたシンボルは、次いで並列ストリ
ームに分割される。各ストリームは、次いでＯＦＤＭサブキャリアにマッピングされ、時
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間領域および／または周波数領域中で基準信号（たとえば、パイロット）と多重化され、
次いで逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ：Inverse Fast Fourier Transform）を使用して互
いに合成されて、時間領域ＯＦＤＭシンボルストリームを搬送する物理チャネルが生成さ
れる。ＯＦＤＭストリームは、複数の空間ストリームを生成するために空間的にプリコー
ディングされる。チャネル推定器６７４からのチャネル推定値は、コーディングおよび変
調スキームを決定するために、ならびに空間処理のために使用され得る。チャネル推定値
は、ＵＥ６５０によって送信される基準信号および／またはチャネル状態フィードバック
から導出され得る。各空間ストリームは、次いで、別個の送信機６１８ＴＸを介して異な
るアンテナ６２０に与えられる。各送信機６１８ＴＸは、送信のためにそれぞれの空間ス
トリームでＲＦキャリアを変調する。
【００４３】
　[0053]ＵＥ６５０において、各受信機６５４ＲＸは、それのそれぞれのアンテナ６５２
を通して信号を受信する。各受信機６５４ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された情報を復
元し、受信機（ＲＸ）プロセッサ６５６に情報を与える。ＲＸプロセッサ６５６はＬ１レ
イヤの様々な信号処理機能を実装する。ＲＸプロセッサ６５６は、ＵＥ６５０に宛てられ
た任意の空間ストリームを復元するために、情報に対して空間処理を実行する。マルチプ
ルな空間ストリームがＵＥ６５０に宛てられた場合、それらはＲＸプロセッサ６５６によ
って単一のＯＦＤＭシンボルストリームに合成され得る。ＲＸプロセッサ６５６は、次い
で高速フーリエ変換（ＦＦＴ：Fast Fourier Transform）を使用してＯＦＤＭシンボルス
トリームを時間領域から周波数領域に変換する。周波数領域信号は、ＯＦＤＭ信号のサブ
キャリアごとに別々のＯＦＤＭシンボルストリームを備える。各サブキャリア上のシンボ
ルと基準信号とは、ｅＮＢ６１０によって送信される、可能性が最も高い信号コンスタレ
ーションポイントを決定することによって復元され、復調される。これらの軟判定は、チ
ャネル推定器６５８によって計算されるチャネル推定値に基づき得る。軟判定は、次いで
、物理チャネル上でｅＮＢ６１０によって最初に送信されたデータと制御信号とを復元す
るために復号され、デインターリーブされる。データおよび制御信号は、次いでコントロ
ーラ／プロセッサ６５９に与えられる。
【００４４】
　[0054]コントローラ／プロセッサ６５９はＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロ
セッサは、プログラムコードとデータとを記憶するメモリ６６０に関連付けられ得る。メ
モリ６６０はコンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。ＵＬでは、コントロール／プ
ロセッサ６５９は、コアネットワークからの上位レイヤパケットを復元するために、トラ
ンスポートチャネルと論理チャネルとの間の多重分離、パケットリアセンブリ、暗号解読
（deciphering）、ヘッダ圧縮解除（decompression）、制御信号処理を提供する。上位レ
イヤパケットは、次いで、Ｌ２レイヤよりも上のすべてのプロトコルレイヤを表すデータ
シンク６６２に与えられる。また、様々な制御信号がＬ３処理のためにデータシンク６６
２に与えられ得る。コントローラ／プロセッサ６５９はまた、ＨＡＲＱ動作をサポートす
るために肯定応答（ＡＣＫ）および／または否定応答（ＮＡＣＫ）プロトコルを使用した
誤り検出を担う。
【００４５】
　[0055]ＵＬでは、データソース６６７は、コントローラ／プロセッサ６５９に上位レイ
ヤパケットを与えるために使用される。データソース６６７は、Ｌ２レイヤよりも上のす
べてのプロトコルレイヤを表す。ｅＮＢ６１０によるＤＬ送信に関して説明した機能と同
様に、コントローラ／プロセッサ６５９は、ヘッダ圧縮、暗号化、パケットのセグメンテ
ーションおよび並べ替え、ならびにｅＮＢ６１０による無線リソース割振りに基づく論理
チャネルとトランスポートチャネルとの間の多重化を提供することによって、ユーザプレ
ーンおよび制御プレーンのためのＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロセッサ６５
９はまた、ＨＡＲＱ動作と、紛失パケットの再送信と、ｅＮＢ６１０へのシグナリングと
を担う。
【００４６】



(15) JP 6469649 B2 2019.2.13

10

20

30

40

50

　[0056]ｅＮＢ６１０によって送信される基準信号またはフィードバックからの、チャネ
ル推定器６５８によって導出されるチャネル推定値は、適切なコーディングおよび変調ス
キームを選択するために、および空間処理を容易にするために、ＴＸプロセッサ６６８に
よって使用され得る。ＴＸプロセッサ６６８によって生成される空間ストリームは、別個
の送信機６５４ＴＸを介して異なるアンテナ６５２に与えられる。各送信機６５４ＴＸは
、送信のためにそれぞれの空間ストリームでＲＦキャリアを変調する。
【００４７】
　[0057]ＵＬ送信は、ＵＥ６５０における受信機機能に関して説明した方法と同様の方法
でｅＮＢ６１０において処理される。各受信機６１８ＲＸは、それのそれぞれのアンテナ
６２０を通じて信号を受信する。各受信機６１８ＲＸは、ＲＦキャリア上で変調された情
報を復元し、ＲＸプロセッサ６７０に情報を与える。ＲＸプロセッサ６７０はＬ１レイヤ
を実装し得る。
【００４８】
　[0058]コントローラ／プロセッサ６７５はＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロ
セッサ６７５は、プログラムコードとデータとを記憶するメモリ６７６に関連付けられ得
る。メモリ６７６はコンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。ＵＬでは、コントロー
ル／プロセッサ６７５は、ＵＥ６５０からの上位レイヤパケットを復元するために、トラ
ンスポートチャネルと論理チャネルとの間の多重分離、パケットリアセンブリ、暗号解読
、ヘッダ圧縮解除、制御信号処理を提供する。コントローラ／プロセッサ６７５からの上
位レイヤパケットはコアネットワークに与えられ得る。コントローラ／プロセッサ６７５
はまた、ＨＡＲＱ動作をサポートするためにＡＣＫおよび／またはＮＡＣＫプロトコルを
使用した誤り検出を担う。コントローラ／プロセッサ６７５および６５９は、それぞれ基
地局６１０およびＵＥ６５０における動作を指示し得る。諸態様では、ＵＥ６５０におけ
るプロセッサ６５９および／または他のプロセッサおよびモジュールは、図１０の動作１
０００、および／または本明細書で説明する技法のための他のプロセスを実行または指示
し得る。諸態様では、基地局６１０におけるプロセッサ６７５および／または他のプロセ
ッサおよびモジュールは、図９の動作９００、および／または本明細書で説明する技法の
ための他のプロセスを実行または指示し得る。ただし、図６中のいずれの構成要素または
プロセッサも、本明細書で説明する技法のためのプロセスを実行し得る。
【００４９】
　（干渉緩和のためのネイバリングセル支援情報の採用）　
　[0059]諸実施形態では、スモールセル２０８およびＵＥ２０６など、システム２００の
異なる態様は、ＣＳＧセルを展開する異種ネットワークのためのネイバーセル送信のネッ
トワーク支援取得のために構成され得る。ネイバーセル信号についてネットワーク支援取
得をもたらすために、スモールセル２０８は、ネイバーセルからの送信中の同期信号、シ
ステム情報、および／またはページング情報を収集する際にＵＥ２０６によって使用され
る支援情報（たとえば、干渉除去情報）を送信し得る。スモールセルは、たとえば、様々
なネイバーセル信号を収集するために、ネイバーセルがスモールセルと同期されているか
どうかを示し、ネイバーセルがＳＦＮアライメントされているかどうかをシグナリングし
、ネイバーセルの無線フレーム境界オフセットを示し、ネイバーセルＳＩＢ情報を示し、
ネイバーセルページング情報を示し、および／または干渉除去を実行するためのサブフレ
ームを示し得る。
【００５０】
　[0060]物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）のＵＥによる干渉緩和（ＩＭ：in
terference mitigation）は、リンクまたはシステム性能を大幅に改善し得る。干渉緩和
技法は、干渉除去（ＩＣ：interference cancellation）（たとえば、ネットワーク支援
干渉除去）、干渉抑制（ＩＳ：interference suppression）、干渉回避、意図された信号
と干渉する信号とのジョイント検出のために干渉信号を明示的にモデル化すること、また
は干渉の影響を低減するように干渉を処理する何らかの他の手段を含み得る。ＰＤＳＣＨ
　ＩＭに関する課題の１つは、ＵＥがネイバリングセルのスケジューリング情報に気づい
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ていないことがあることである。いくつかの状況では、ＵＥに与えられる支援情報は、Ｕ
ＥのＰＤＳＣＨ　ＩＭを助けるためにＵＥに与えられるネイバリングセルのスケジューリ
ング情報を備え得る。
【００５１】
　[0061]図７は、様々な実施形態による、ネイバーセル信号のネットワーク支援取得のた
めのワイヤレス通信システム７００の図である。システム７００は、たとえば、図２に示
されたシステム２００の諸態様を示し得る。システム７００は、カバレージエリア２０２
をサービスしているｅＮＢ２０４と、スモールセル２０８とを含み得る。ｅＮＢ２０４は
、１つまたは複数のサービスプロバイダに関連するオープンアクセスセルであり得る。ｅ
ＮＢ２０４は、あるキャリア上で様々な信号および／またはチャネルを含み得るダウンリ
ンク送信７０２を送信し得る。スモールセル２０８は、また、同じまたは異なるキャリア
を使用してダウンリンク送信７０４を送信し得る。スモールセル２０８はＣＳＧセルであ
り得る。
【００５２】
　[0062]いくつかの事例では、ＵＥ２０６において受信されるスモールセル２０８からの
送信７０４は、比較的強い（たとえば、送信７０２へのセル間干渉を引き起こすのに十分
強い）か、または送信７０２よりもさらに強い（たとえば、より高い信号対干渉プラス雑
音比（ＳＩＮＲ：signal to interference plus noise ratio）など）ことがあり得る。
たとえば、ＵＥ２０６は、スモールセル２０８に近接して、およびｅＮＢ２０４のカバレ
ージエリア２０２のセルエッジの近くに配置され得る。場合によっては、ＵＥ２０６は、
送信７０４を受信し、復号することが可能であり得るが、送信７０２を同期させ、復号す
るために使用される、送信７０２内の信号を見つけることさえ困難であり得る。たとえば
、ＵＥ２０６は、送信７０４の干渉ゆえに、送信７０２について、同期信号（たとえば、
１次同期信号（ＰＳＳ）、２次同期信号（ＳＳＳ）など）またはシステム情報を搬送する
チャネル（たとえば、ＰＢＣＨなど）を検出することが困難であり得る。
【００５３】
　[0063]いくつかの実施形態では、セル２０６および／またはスモールセル２０８は、ネ
イバーセル信号を検出および／または復号するためにスモールセル信号を抑制または除去
する際にＵＥによって使用される支援情報（たとえば、干渉除去情報）を送信し得る。セ
ルは、たとえば、スモールセル信号の送信電力レベルを示す情報（たとえば、送信電力比
など）、スモールセル信号がどのように符号化またはスクランブルされるかを示す情報（
たとえば、スモールセル仮想ＩＤなど）、スモールセル送信がどのように割り振られるか
に関する情報（たとえば、ＣＦＩなど）、またはスモールセル送信がどのように送信され
るかに関する情報（たとえば、開始ＰＤＳＣＨシンボル位置）を送信し得る。いくつかの
実施形態では、スモールセルは、スモールセル信号を抑制または除去するためにＵＥによ
って使用され得るパラメータの固定セットに従って動作し得る。たとえば、スモールセル
は、ＴＰＲ値の固定セット、仮想ＩＤの固定セット、固定ＣＦＩなどに従って動作し得る
。いくつかの実施形態では、スモールセルのための仮想セルＩＤはスモールセルの物理セ
ルＩＤとの所定の関係に従い得る。支援情報は、ネットワークへの登録（registration）
またはＲＲＣ接続を確立することよりも前にＵＥによって受信され得るシステム情報メッ
セージ中で送信され得る。
【００５４】
　[0064]図８は、本開示の様々な態様による、ネイバーセル信号のネットワーク支援取得
を示すタイミング図８００である。タイミング図８００は、たとえば、図７に示されたシ
ステム７００におけるネイバーセル信号のネットワーク支援取得を示し得る。タイミング
図８００は、スモールセル２０８のダウンリンク送信７０４とオープンアクセスセル２０
４のダウンリンク送信７０２とを示す。ダウンリンク送信７０２および７０４は、ＬＴＥ
／ＬＴＥ－Ａフレーム構造に従って送信され得る。タイミング図８００はＦＤＤフレーム
タイプを示しているが、ネットワーク支援ネイバーセル取得は、また、ＴＤＤフレームタ
イプにも適用され得る。送信７０２および７０４に関するデータおよび制御情報の符号化
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はフレーム８１０内で編成され得、ここで、各フレーム８１０は、１０個のサブフレーム
８１５を含み得る。周波数リソースは、サブキャリアのグループによって編成され得、リ
ソースブロック８２０は、１つの１ｍｓサブフレームについて１２個のサブキャリアを含
み得る。
【００５５】
　[0065]上記で説明したように、ＵＥ２０６は、ダウンリンク送信７０２とダウンリンク
送信７０４とが比較的同様の受信電力でＵＥ２０６において受信され得るか、または送信
７０４が送信７０２よりも高いＳＩＮＲで受信され得る位置にあり得る。たとえば、ＵＥ
２０６は、ｅＮＢ２０４よりも実質的にスモールセル２０８に近接して位置し得る。ＵＥ
２０６は、送信のためのサービングセルを決定するためにセルサーチプロシージャを実行
し得る。ＵＥ２０６は、送信７０４を検出し、送信７０４の同期信号８２５－ｂ（たとえ
ば、ＰＳＳ、ＳＳＳなど）を検出し得る。同期信号８２５－ｂを検出した後に、ＵＥ２０
６はブロードキャスト制御メッセージ８３０－ｂ（たとえば、ＰＢＣＨなど）を受信し得
る。ブロードキャスト制御メッセージ８３０－ｂは、スモールセル２０８のセル識別情報
に関する情報を含み得る。たとえば、ブロードキャスト制御メッセージ８３０－ｂは、ス
モールセル２０８がＣＳＧセルであるというインジケーションを含み、ＣＳＧセルのＣＳ
Ｇ　ＩＤを含み得る。ＵＥ２０６は、（たとえば、それのＣＳＧセルホワイトリストをチ
ェックすることなどによって）それがＣＳＧセル２０８のメンバーでないと決定し得る。
【００５６】
　[0066]ＵＥ２０６がＣＳＧセル２０８のメンバーではない場合、ＵＥ２０６は、ＣＳＧ
セル２０８に登録することが可能ではない。しかしながら、送信７０４が、ＵＥ２０６に
おいて受信されたときに比較的強い（たとえば、送信７０２へのセル間干渉を引き起こす
のに十分に強い）場合、ＵＥ２０６は、ｅＮＢ２０４からの送信７０２を検出または復号
することが困難であり得る。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークは、セル間干渉除去（ＩＣ
ＩＣ：inter-cell interference cancellation）技法（たとえば、オールモストブランク
サブフレーム、ビームフォーミング、フラクショナル電力制御など）を採用し得るが、こ
れらの技法は、使用するより前のＵＥ２０６とネットワークとの間の確立されたＲＲＣ接
続に依存し得る。ＵＥ２０６は、ＣＳＧセル２０８に登録することを許可されないので、
ＵＥ２０６は、ｅＮＢ２０４に対して初期セル取得を実行するためにこれらの技法を使用
するためにネットワークとのＲＲＣ接続を確立することが可能ではない。
【００５７】
　[0067]ＣＳＧセル２０８とｅＮＢ２０４とは非同期（たとえば、非アラインド無線フレ
ーム境界）として示されているが、いくつかの事例では、ＣＳＧセル２０８とｅＮＢ２０
４とは同期（たとえば、アラインド無線フレーム境界）であり得る。ＣＳＧセル２０８と
ｅＮＢ２０４とが同期である場合、無線フレームは、アライメントされたシステムフレー
ム番号（ＳＦＮ）を有するか、または異なるＳＦＮ番号を使用し得る。
【００５８】
　[0068]いくつかの実施形態では、ＣＳＧセル２０８は、ｅＮＢ２０４を取得する際にＵ
Ｅ２０６を支援するための支援情報７５０を送信し得る。一例では、ＣＳＧセル２０８は
、システムブロードキャストメッセージ８３０－ｂ（たとえば、ＳＩＢなど）中で支援情
報７５０を送信する。支援情報は、送信７０２の同期信号８２５－ａ、システムブロード
キャストチャネル８３０－ａ、および／またはページングチャネル（図示せず）を見つけ
るためにＵＥ２０６によって使用され得る情報を含み得る。支援情報７５０は、同期イン
ジケータ８４０、ＳＦＮアライメントインジケータ８４５、無線フレーム境界インジケー
タ８５０、ＳＩＢ／ページング情報８５５、および／または干渉除去サブフレームインジ
ケータ８６０を含み得る。
【００５９】
　[0069]同期インジケータ８４０、ＳＦＮアライメントインジケータ８４５、および／ま
たは無線フレーム境界インジケータ８５０は、送信７０４のフレームタイミングに対する
送信７０２のフレームタイミングに関する情報を提供するためにＣＳＧセル２０８によっ
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て送信され得る。たとえば、同期インジケータ８４０は、送信７０２が送信７０４と同期
されることを示し得る。ＳＦＮアライメントインジケータ８４５は、送信７０２が送信７
０４とＳＦＮアライメントされるかどうかを示し得、無線フレーム境界インジケータは、
送信７０２中の無線フレームからの送信７０４中の無線フレームの相対オフセットを示し
得る。たとえば、送信７０４からの送信７０２のオフセットは５つのサブフレームであり
得る。この情報を使用して、ＵＥ２０６は、同期信号８２５－ａおよび／またはシステム
ブロードキャストチャネル８３０－ａをどこで見つけるべきか（たとえば、サブフレーム
ロケーションなど）を決定し得る。これらの信号をどこで探すべきかを知ることは、これ
らの信号を見つけ、復号するために使用される時間および／または電力の量を低減する（
たとえば、干渉除去技法などを使用して）。たとえば、制御情報をサーチするために各サ
ブフレームに干渉除去を適用する代わりに、ＵＥ２０６は、支援情報と送信７０４のサブ
フレームタイミングとに基づいて、制御情報を有する送信７０２のサブフレームを決定し
得る。
【００６０】
　[0070]追加または代替として、ＣＳＧセル２０８はＳＩＢ／ページング情報８５５を送
信し得る。ＳＩＢ／ページング情報８５５は、たとえば、ＳＩＢ１またはＳＩＢ２ブロッ
クからの１つまたは複数のフィールドを含み得る。たとえば、ＳＩＢ／ページング情報は
、ｅＮＢ２０４のためのページングサイクルおよび／またはページングサブフレームの数
を含み得る。この情報は、ｅＮＢ２０４からのシステムブロードキャスト情報および／ま
たはページングの位置を特定し、および／またはそれを復号する際に、ＵＥ２０６によっ
て使用され得る。一実施形態では、ＣＳＧセル２０８はｅＮＢ２０４についてのＳＩＢ情
報を送信し得、これは、ＵＥ２０６が、送信７０４に同期していることに基づいて、ｅＮ
Ｂ２０４について同期およびＳＩＢ取得を別個に実行することなしに、ｅＮＢ２０４から
ページングを受信すること、および／またはｅＮＢ２０４にアクセスするためにＲＡＣＨ
プロシージャを実行することを可能にする。
【００６１】
　[0071]いくつかの実施形態では、ＣＳＧセル２０８は干渉除去サブフレームインジケー
タ８６０を送信し得る。干渉除去サブフレームインジケータ８６０は、送信７０４に干渉
除去（たとえば、連続干渉除去（ＳＩＣ：successive interference cancellation）など
）を適用するための（たとえば、無線フレーム８１０－ｂの開始に対する）特定のサブフ
レームを示し得、そのサブフレームは、ＵＥ２０６が送信７０２からの制御信号（たとえ
ば、同期信号８２５－ａ、システムブロードキャストメッセージ８３０－ａなど）を取得
し得るサブフレームに対応する。たとえば、干渉除去サブフレームインジケータ８６０は
、同期信号８２５－ａおよび／またはシステムブロードキャストメッセージ８３０－ａを
含む送信７０２のサブフレームを示し得る。干渉除去を適用すべきサブフレームの数を低
減することによって、干渉除去サブフレームインジケータ８６０は、送信７０２の信号ま
たはチャネルの復号に成功するための時間および／または電力を低減し得る。
【００６２】
　[0072]図９に、本開示のいくつかの態様による、１つまたは複数のネイバリングセルに
ついての支援情報を決定し、それをユーザ機器（ＵＥ）に搬送するために基地局（ＢＳ）
によって実行され得る例示的な動作９００を示す。
【００６３】
　[0073]動作９００は、９０２において、サービングセルにおいてサービスされる少なく
とも第１のユーザ機器（ＵＥ）に干渉するかまたは潜在的に干渉する１つまたは複数のセ
ルについての支援情報を決定することから開始し得る。支援情報は、たとえば、基準信号
と、それらの基準信号を送信するために使用される送信リソース（たとえば、リソース要
素）とに関するスケジューリング情報を備え得る。基地局は、たとえば、基地局自体の送
信がＵＥに潜在的に干渉すると決定することによって、またはバックホールリンクを介し
てネイバリングセルから支援情報を受信することによって、支援情報を決定し得る。９０
４において、支援情報はＵＥにシグナリングされる。
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【００６４】
　[0074]図１０に、本開示のいくつかの態様による、サービングセルまたは１つまたは複
数のネイバリングセルのうちの少なくとも１つから１つまたは複数のネイバリングセルの
支援情報を受信し、干渉を緩和するために支援情報を使用する（たとえば、信号を取得す
るかまたは干渉除去を実行するために支援情報を使用する）ために、ＵＥによって実行さ
れる動作１０００を示す。動作１０００は、ＢＳ側動作９００に相補的なＵＥ側動作と見
なされ得る。
【００６５】
　[0075]動作１０００は、１００２において、ＵＥに干渉するかまたは潜在的に干渉する
１つまたは複数のネイバリングセルについての支援情報（たとえば、それのシグナリング
）を受信することから開始し得る。１００４において、ＵＥは、サービングセルまたは１
つまたは複数のネイバリングセルのうちの少なくとも１つからの干渉を緩和するために支
援情報を使用する。
【００６６】
　[0076]ＵＥは、干渉の影響を低減するために、干渉を除去、抑制、回避、明示的にモデ
ル化、および／または他の方法で処理することによって干渉を緩和し得る。ＵＥは、たと
えば、受信信号から干渉を除去することによって一部の干渉を緩和するとともに、より干
渉の少ない送信リソース（たとえば、リソースブロック）上で送信することによって他の
干渉を回避し得る。
【００６７】
　[0077]支援情報は、サービングセルまたは非サービング（たとえば、干渉するまたは潜
在的に干渉する）セルによって搬送され得る。たとえば、ＵＥは、ＵＥのサービングセル
から第１のネイバリングセルに関する支援情報を受信するとともに、第２のネイバリング
セルからダイレクトに第２のネイバリングセルに関する支援情報を受信し得る。
【００６８】
　[0078]いくつかの態様によれば、支援情報は、ネイバリングセルによる送信に関するス
ケジューリング情報を備え得る。
【００６９】
　[0079]いくつかの態様では、ネイバリングセルスケジューリング情報は、これらに限る
ものではないが、ＰＤＳＣＨ、ＰＣＦＩＣＨ、ＰＨＩＣＨ、ＰＤＣＣＨ、およびｅＰＤＣ
ＣＨを含む、ネイバリングセルの制御／データチャネルについてのスケジューリング情報
を含む。たとえば、スケジューリング情報はネイバリングセルのためのＰＤＳＣＨ開始シ
ンボルを含み得る。
【００７０】
　[0080]いくつかの態様では、特殊ＰＤＣＣＨ（またはｅＰＤＣＣＨ）が、ネイバリング
セルのスケジューリング情報をＵＥに搬送するために使用され得る。たとえば、ＢＳは、
非特殊ＰＤＣＣＨまたはｅＰＤＣＣＨが搬送するＵＬ許可またはＤＬ許可なしにネイバリ
ングセルのスケジューリング情報のみを搬送するＰＤＣＣＨまたはｅＰＤＣＣＨを送信し
得る。
【００７１】
　[0081]いくつかの態様では、新しい（たとえば、本開示の前に公開された仕様書には記
載されていない）ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）フォーマットが、ネイバリングセルに
ついてのスケジューリング情報をＵＥに搬送するために特殊ＰＤＣＣＨ（またはｅＰＤＣ
ＣＨ）において使用され得る。ＤＣＩフォーマットは、ＰＤＣＣＨ（またはｅＰＤＣＣＨ
）がネイバリングセルについてのスケジューリング情報を搬送することを示し得る。
【００７２】
　[0082]いくつかの態様では、１つまたは複数の予約済み無線ネットワーク一時識別子（
ＲＮＴＩ：radio network temporary identifier）値が、特殊ＰＤＣＣＨ（またはｅＰＤ
ＣＣＨ）において１つまたは複数のネイバリングセルについてのスケジューリング情報を
ＵＥに搬送するために使用または再利用され得る。いくつかの態様では、いくつかのＲＮ
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ＴＩ値がこの目的のために予約され得る。スケジューリング情報をもつ予約済みＲＮＴＩ
の使用は、スケジューリング情報がネイバリングセルに関するものであることをＵＥに示
し得る。
【００７３】
　[0083]いくつかの態様では、各予約済みＲＮＴＩをネイバリングセルの識別情報（たと
えば、特定のネイバリングセルのＰＣＩ、仮想セルＩＤ、または等価識別子）に関連付け
る情報がＵＥに搬送され得る。たとえば、第１および第２の予約済みＲＮＴＩは、それぞ
れ第１および第２のネイバリングセルに関連付けられ得る。各ネイバリングセルは、関連
付けられた予約済みＲＮＴＩを使用して、それ自体についてのスケジューリング情報をブ
ロードキャストすることができ、ブロードキャストを受信したＵＥはスケジューリング情
報を適切なネイバリングセルに関連付けることができる。
【００７４】
　[0084]いくつかの態様では、新しいＤＣＩフォーマットと予約済みＲＮＴＩの両方が、
ネイバリングセルについてのスケジューリング情報をＵＥに搬送するために特殊ＰＤＣＣ
Ｈ（またはｅＰＤＣＣＨ）において使用され得る。
【００７５】
　[0085]いくつかの態様では、ＢＳは、ＲＲＣシグナリングを介して１つまたは複数のネ
イバリングセルの識別情報への予約済みＲＮＴＩの関連付けをＵＥにシグナリングし得る
。たとえば、サービングＢＳは、ＲＲＣシグナリングを介して１つまたは複数のネイバー
セルの識別情報への予約済みＲＮＴＩの関連付けを１つまたは複数の被サービス（served
）ＵＥにシグナリングし得る。
【００７６】
　[0086]いくつかの態様では、ＢＳは、スケジューリング情報の複数のセットを搬送する
ために複数のＰＤＣＣＨ（またはｅＰＤＣＣＨ）を送信し得る。
【００７７】
　[0087]いくつかの態様では、１つまたは複数のネイバリングセルについてのスケジュー
リング情報を搬送するＰＤＣＣＨはＵＥのサービングセルによって送信され得る。サービ
ングセルは、１つまたは複数のネイバリングセルのスケジューリング情報を搬送するＰＤ
ＣＣＨをブロードキャストし得るか、またはサービングセルは、専用（たとえばユニキャ
スト）シグナリングによって、１つまたは複数のネイバリングセルのスケジューリング情
報を搬送するＰＤＣＣＨをＵＥに送信し得る。たとえば、サービングセルは、第１のネイ
バリングセルのスケジューリング情報を搬送するＰＤＣＣＨをブロードキャストするとと
もに、専用シグナリングを介して第２のネイバリングセルのスケジューリング情報を特定
のＵＥに送信し得る。
【００７８】
　[0088]いくつかの態様では、１つまたは複数のネイバリングセルのスケジューリング情
報を搬送するＰＤＣＣＨは非サービングセルによって送信され得る。たとえば、非サービ
ングセルは、それのスケジューリング情報をＰＤＣＣＨ上でブロードキャストし得、非サ
ービングセルの近くのＵＥは、ＰＤＣＣＨを受信し、非サービングセルからの干渉を緩和
するためにスケジューリング情報を使用することができる。これは、非サービングセルか
らスケジューリング情報を受信することが可能なＵＥは、その非サービングセルから干渉
を受ける危険があり、したがって、その非サービングセルからの干渉を受ける危険がない
ＵＥは、その非サービングセルについてのスケジューリング情報を受信し、復号する必要
がないという利点を有する。
【００７９】
　[0089]いくつかの態様では、サービングセルは、ＰＤＳＣＨがネイバリングセルのスケ
ジューリング情報を搬送する場合、ＵＥに対してＰＤＳＣＨをスケジュールするために特
殊ＰＤＣＣＨ（またはｅＰＤＣＣＨ）を使用し得る。たとえば、サービングセルは、ネイ
バリングセルから干渉を受け得るＵＥに対してＰＤＳＣＨをスケジュールするＰＤＣＣＨ
を送信し、ＰＤＳＣＨにおいてネイバリングセルについてのスケジューリング情報を送信
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し得る。
【００８０】
　[0090]いくつかの態様では、１つまたは複数のネイバリングセルのスケジューリング情
報をＵＥに搬送するためにＰＤＳＣＨをスケジュールするために、特殊ＰＤＣＣＨ（また
はｅＰＤＣＣＨ）において新しいＤＣＩフォーマットが使用され得る。たとえば、サービ
ングセルは、ネイバリングセルから干渉を受け得るＵＥに対してＰＤＳＣＨをスケジュー
ルするために新しいＤＣＩフォーマットを使用して特殊ＰＤＣＣＨを送信し、ＰＤＳＣＨ
においてネイバリングセルについてのスケジューリング情報を送信し得る。新しいＤＣＩ
フォーマットをもつＰＤＣＣＨを受信したＵＥは、スケジュールされたＰＤＳＣＨを、ネ
イバリングセルスケジューリング情報を搬送するものとして解釈する。
【００８１】
　[0091]いくつかの態様では、ネイバリングセルのスケジューリング情報をＵＥに搬送す
るためにＰＤＳＣＨをスケジュールするために、特殊ＰＤＣＣＨ（またはｅＰＤＣＣＨ）
において使用するためにいくつかのＲＮＴＩ値が予約され得る。スケジューリング情報を
もつ予約済みＲＮＴＩの使用は、スケジューリング情報がネイバリングセルに関するもの
であることをＵＥに示し得る。各予約済みＲＮＴＩはネイバリングセルの識別情報（たと
えば、特定のネイバリングセルのＰＣＩ、仮想セルＩＤ、または等価識別子）に関連付け
られ得、その場合、ＰＤＳＣＨは、予約済みＲＮＴＩ値が使用されているとき、１つのネ
イバリングセルのスケジューリング情報のみを搬送し得る。
【００８２】
　[0092]いくつかの態様では、ＵＥは、ＰＤＳＣＨにおいて使用されるべきネイバリング
セル識別情報への予約済みＲＮＴＩの関連付けをシグナリングされ得る。たとえば、ＵＥ
は、ネイバリングセル識別情報への予約済みＲＮＴＩの関連付けを搬送するＲＲＣシグナ
リングを受信し得る。
【００８３】
　[0093]いくつかの態様では、新しいＤＣＩフォーマットと予約済みＲＮＴＩの両方が、
ネイバリングセルについてのスケジューリング情報をＵＥに搬送するＰＤＳＣＨをスケジ
ュールする特殊ＰＤＣＣＨ（またはｅＰＤＣＣＨ）において使用され得る。
【００８４】
　[0094]いくつかの態様では、ネイバリングセルのスケジューリング情報をＵＥに搬送す
るＰＤＳＣＨがブロードキャストされる。たとえば、ネイバリングセルは、そのネイバリ
ングセルによって潜在的に干渉されるＵＥがスケジューリング情報を受信することができ
るように、スケジューリング情報をブロードキャストし得る。
【００８５】
　[0095]いくつかの態様では、ＰＤＣＣＨ（ｅＰＤＣＣＨ）が、ネイバリングセルのスケ
ジューリング情報を搬送するＰＤＳＣＨをスケジュールし、ＰＤＳＣＨはサービングセル
によってＵＥに送信され得る。
【００８６】
　[0096]いくつかの態様では、ＰＤＣＣＨ（ｅＰＤＣＣＨ）が、ネイバリングセルのスケ
ジューリング情報を搬送するＰＤＳＣＨをスケジュールし、ＰＤＳＣＨはネイバリングセ
ルによって送信され得る。
【００８７】
　[0097]いくつかの態様では、マルチプルなＰＤＣＣＨ（ｅＰＤＣＣＨ）が、マルチプル
なネイバリングセルのスケジューリング情報を搬送するマルチプルなＰＤＳＣＨをスケジ
ュールし得、マルチプルなＰＤＳＣＨはＵＥに送信され得る。たとえば、サービングセル
は、第１のネイバリングセルのスケジューリング情報を搬送する第１のＰＤＳＣＨをスケ
ジュールする第１のＰＤＣＣＨと、第２のネイバリングセルのスケジューリング情報を搬
送する第２のＰＤＳＣＨをスケジュールする第２のＰＤＣＣＨとを送信し得る。
【００８８】
　[0098]いくつかの態様では、１つのＰＤＳＣＨが１つのまたはマルチプルなネイバリン
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グセルのスケジューリング情報を含み得る。たとえば、サービングセルは、ネイバリング
セルＡおよびＢについてのスケジューリング情報を搬送するＰＤＳＣＨをＵＥに送信し、
後で、ネイバリングセルＡについてのスケジューリング情報のみを搬送するＰＤＳＣＨを
ＵＥに送信し得る。
【００８９】
　[0099]いくつかの態様では、１つのＰＤＳＣＨが、ネイバリングセルにおいてサービス
されるマルチプルなＵＥのスケジューリング情報を含み得る。たとえば、ＢＳは、ネイバ
リングセルの特定のセクタにおいてすべてのＵＥについてのスケジューリング情報を搬送
するＰＤＳＣＨを送信し得る。
【００９０】
　[0100]いくつかの態様によれば、１つのＰＤＳＣＨが１つのまたはマルチプルなネイバ
リングセルのスケジューリング情報を含み得る。いくつかの態様では、スケジューリング
情報のマルチプルなセットが単一のセル中のマルチプルなＵＥのスケジューリング情報に
対応し得る。他の態様では、スケジューリング情報のマルチプルなセットは、マルチプル
なセル中のマルチプルなＵＥのスケジューリング情報に対応し得る。いくつかの態様では
、スケジューリング情報のマルチプルなセットは、サービングセル中のマルチプルなＵＥ
、またはマルチプルな送信インスタンスを対象とし得る。
【００９１】
　[0101]いくつかの態様では、ネイバリングセルについてのスケジューリング情報は、イ
ンスタンスごとに（たとえば、サブフレームごとに）搬送され得、それが搬送されるイン
スタンスについてのみ有効であり得る。たとえば、ネイバリングセルについてのスケジュ
ーリング情報はあらゆるサブフレーム中で送られ得、ＵＥは、ＵＥが送信を受信するサブ
フレーム中で干渉除去のためにスケジューリング情報を使用し得る。
【００９２】
　[0102]いくつかの態様では、ネイバリングセルについてのスケジューリング情報は、特
定の時間期間の間有効（たとえば、スティッキー（sticky））であり得る。たとえば、ネ
イバリングセルについてのスケジューリング情報は２つのフレーム（たとえば、２０ｍｓ
）の間有効であり得、スケジューリング情報を受信したＵＥは、２つのフレームについて
ＩＭのためにスケジューリング情報を使用し、次いで、ＩＭのためにスケジューリング情
報を使用することを停止し得る。
【００９３】
　[0103]いくつかの態様では、ネイバリングセルについてのスケジューリング情報は、（
たとえば、半永続的スケジューリングと同様に）明示的に解除されるまで有効であり得る
。たとえば、第１のネイバリングセルについてのスケジューリング情報は、第１のネイバ
リングセルが、その情報が無効であるというインジケーションを送信するまで有効であり
得る。本例では、第２のネイバリングセルについてのスケジューリング情報は２つのフレ
ームの間有効であり得る。
【００９４】
　[0104]いくつかの態様では、ネイバリングセルについてのスケジューリング情報は、次
のスケジューリング情報によって更新されるまで有効であり得る。これは、他の態様に対
して帯域幅を節約するという利点を有する。スケジューリング情報を更新されるまで有効
なものとして扱うことは、ネイバリングセルが半永続的スケジューリングを使用するとき
に、またはネイバリングセルのスケジューリングパラメータがある時間期間の間変化しな
いときに最も有用である。
【００９５】
　[0105]いくつかの態様では、ＵＥに搬送されるネイバリングセルのスケジューリング情
報の部分はインスタンスについてのみ有効であり得るが、スケジューリング情報の他のい
くつかの部分はスティッキーのままであり得る。それらの部分は、暗黙的に、または各フ
ィールド中の明示的スティッキー／非スティッキータグによって、スティッキーまたは非
スティッキーとして識別され得る。たとえば、ＰＤＳＣＨ中で送信されるスケジューリン
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グ情報は暗黙的にスティッキーであり得るが、ＰＤＣＣＨ中で送信されるスケジューリン
グ情報は、そのＰＤＣＣＨのサブフレームについてのみ暗黙的に有効であり得る。
【００９６】
　[0106]図１１に、あらかじめ定義されたスケジューリング情報のマルチプルなセットを
示す。セットは、インデックス１１０２によって識別され得、ＲＢ割振り１１０４と、１
つまたは複数の空間スキーム１１０６と、１つまたは複数の変調およびコーディングスキ
ーム（ＭＣＳ：modulation and coding scheme）１１０８とを備え得る。ＢＳは、あらか
じめ定義されたスケジューリング情報のマルチプルなセットのうちの１つごとにネイバリ
ングセルが送信をスケジュールしているというインジケーションを送信し得、ＵＥはその
インジケーションを受信し得る。非サービングセルは、あらかじめ定義されたスケジュー
リング情報のセットのうちの１つごとに非サービングセルが送信をスケジュールしている
というインジケーションを送信し得る。サービングセルは、あらかじめ定義されたスケジ
ューリング情報のセットのうちの１つまたは複数ごとに１つまたは複数のサービングセル
が送信をスケジュールしているというインジケーションを送信し得る。あらかじめ定義さ
れたスケジューリング情報のマルチプルなセットは、事前に（たとえば、ＲＲＣを介して
半静的に）ＵＥにシグナリングされ得る。インスタンス中に非サービングセルによって使
用されるスケジューリング情報を示すために、各インスタンス（たとえば、サブフレーム
）においてセットへのインデックスがＵＥに搬送され得る。
【００９７】
　[0107]非サービングセルについてのスケジューリング情報は、ＲＢ割振り、リソース割
振りタイプ、ランクインジケータ（ＲＩ：rank indicator）、プリコーディング行列イン
ジケータ（ＰＭＩ：precoding matrix indicator）、送信スキーム、変調およびコーディ
ングスキーム（ＭＣＳ）、変調次数、ＨＡＲＱインデックス、冗長バージョン（ＲＶ：re
dundancy version）、新規データインジケータ（ＮＤＩ：new data indicator）、電力レ
ベル、基準信号（ＲＳ：reference signal）タイプ、送信タイプ（ＥＰＤＣＣＨまたはＰ
ＤＳＣＨ）、復調基準信号（ＤＭ－ＲＳ：demodulation reference signal）スクランブ
ル、開始シンボルインデックス、セル識別情報、仮想セルＩＤ、またはレートマッチング
情報のうちの少なくとも１つを含み得る（ただしこれらに限るものではない）。７０４に
おいてＵＥに搬送されるスケジューリング情報は、部分的な情報または情報のサブセット
のみを含み得る。たとえば、それは、各ＰＲＢについてのネイバリングセルのＰＤＳＣＨ
送信の存在／不在のインジケーションのみを含み得る。
【００９８】
　[0108]いくつかの態様では、ＵＥに搬送されるネイバリングセルのスケジューリング情
報はネイバリングセルの半静的伝送特性を含む。半静的伝送特性は、ネイバリングセルの
スケジューラによって使用されるいくつかの制限を表し得る。たとえば、スケジューラは
、値の有限セットの中からのみ選定された送信電力比（ＴＰＲ：transmit power ratio）
値を使用し得る。そのような半静的伝送特性は、使用されるＴＰＲ値のセット、送信スキ
ームまたは変調制限、リソース割振りタイプ制限、可能なＤＣＩサイズまたはフォーマッ
トのセット、可能なＲＮＴＩのセット、使用される仮想セルＩＤを含み得る（ただしこれ
らに限るものではない）。
【００９９】
　[0109]いくつかの態様では、ネイバリングセルの半静的伝送特性はＰＤＳＣＨによって
ＵＥに搬送される。いくつかの態様では、ネイバリングセルの半静的伝送特性を搬送する
ＰＤＳＣＨは特殊ＰＤＣＣＨによってスケジュールされ得る。たとえば、ＢＳは、ＰＤＣ
ＣＨが、ネイバリングスモールセルの半静的伝送特性を搬送するＰＤＳＣＨをスケジュー
ルすることを示す特殊ＰＤＣＣＨを送信し得、ＰＤＣＣＨを受信したＵＥは、スモールセ
ルからの干渉を緩和する際に使用する半静的伝送特性を受信することを予想することにな
る。
【０１００】
　[0110]いくつかの態様では、ネイバリングセルの半静的伝送特性は、ＲＲＣシグナリン
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グを介してＵＥに搬送され得る。たとえば、ＢＳは、ＲＲＣを介してネイバリングスモー
ルセルについての半静的伝送特性を被サービスＵＥに送信し得、ＵＥは、スモールセルか
らの干渉を緩和するために、スモールセルの伝送特性を、ＵＥがその特性に対する更新を
受信するまで使用し得る。
【０１０１】
　[0111]いくつかの態様では、ネイバリングセルの半静的伝送特性は、既存のシステム情
報ブロック（ＳＩＢ）または新しいＳＩＢを使用してＵＥに搬送され得る。たとえば、ス
モールセルはＳＩＢを介してスモールセルの半静的伝送特性を送信し得、スモールセルか
ら干渉を受ける危険があるＵＥは、ＳＩＢを受信し、ＵＥがスモールセルから受ける干渉
を緩和するために伝送特性を使用し得る。
【０１０２】
　[0112]いくつかの態様では、新しい（たとえば、本開示の前に公開された仕様書には記
載されていない）ＤＣＩフォーマットが、ネイバリングセルの半静的伝送特性をＵＥに搬
送するためにＰＤＣＣＨにおいて使用され得る。たとえば、スモールセルは、新しいＤＣ
Ｉフォーマットを使用してＰＤＣＣＨを介してそれの半静的伝送特性を送信し得、新しい
ＤＣＩフォーマットを解釈することが可能なＵＥは、スモールセルからの干渉を緩和する
ために半静的伝送特性を使用し得、レガシー（たとえば、ＤＣＩを解釈することが不可能
な）ＵＥはＰＤＣＣＨを無視し得る。
【０１０３】
　[0113]いくつかの態様では、ネイバリングセルの半静的伝送特性をＵＥに搬送するため
にＰＤＳＣＨにおいて使用するために、いくつかのＲＮＴＩ値が予約され得る。半静的伝
送特性をもつ予約済みＲＮＴＩの使用は、半静的伝送特性がネイバリングセルに関するも
のであることをＵＥに示し得る。ＰＤＳＣＨは、予約済みＲＮＴＩ値が使用されていると
き、１つのネイバリングセルのスケジューリング情報のみを搬送し得る。
【０１０４】
　[0114]いくつかの態様では、各予約済みＲＮＴＩをネイバリングセルの識別情報（たと
えば、特定のネイバリングセルのＰＣＩ、仮想セルＩＤ、または等価の識別子）に関連付
ける情報がＵＥにシグナリングされ得る。この情報は、たとえば、ＲＲＣシグナリングを
介して搬送され得る。
【０１０５】
　[0115]いくつかの態様では、新しいＤＣＩフォーマットと予約済みＲＮＴＩの両方が、
ネイバリングセルについての半静的伝送特性をＵＥに搬送するために特殊ＰＤＣＣＨ（ま
たはｅＰＤＣＣＨ）において使用され得る。たとえば、スモールセルは、ＰＤＣＣＨが半
静的伝送特性を搬送するという受信ＵＥへのインジケーションとして予約済みＲＮＴＩを
使用するとともに、半静的伝送特性を搬送するために新しいＤＣＩフォーマットを使用し
て、ＰＤＣＣＨ中でそれの半静的伝送特性を送信し得る。
【０１０６】
　[0116]いくつかの態様では、ネイバリングセルの半静的伝送特性を搬送するＰＤＳＣＨ
がブロードキャストされる。たとえば、スモールセルはそれの半静的伝送特性をブロード
キャストし得、スモールセルから干渉を受ける危険があるＵＥは、ブロードキャストを受
信し、干渉緩和のために伝送特性を使用することができる。
【０１０７】
　[0117]開示したプロセスにおけるステップの特定の順序または階層は、例示的な手法の
一例であることを理解されたい。設計上の選好に基づいて、プロセス中のステップの特定
の順序または階層は再構成され得ることを理解されたい。さらに、いくつかのステップは
組み合わせられるかまたは省略され得る。添付の方法クレームは、様々なステップの要素
を例示的な順序で提示したものであり、提示された特定の順序または階層に限定されるも
のではない。
【０１０８】
　[0118]本明細書で使用する、項目のリスト「のうちの少なくとも１つ」を指す句は、単
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一のメンバーを含む、それらの項目の任意の組合せを指す。一例として、「ａ、ｂ、また
はｃのうちの少なくとも１つ」は、ａ、ｂ、ｃ、ａ－ｂ、ａ－ｃ、ｂ－ｃ、およびａ－ｂ
－ｃを包含するものとする。
【０１０９】
　[0119]以上の説明は、当業者が本明細書で説明した様々な態様を実施することができる
ようにするために提供したものである。これらの態様に対する様々な変更は当業者には容
易に明らかであり、本明細書で定義された一般原理は他の態様に適用され得る。したがっ
て、特許請求の範囲は、本明細書に示された態様に限定されるものではなく、特許請求の
言い回しに矛盾しない全範囲を与えられるべきであり、ここにおいて、単数形の要素への
言及は、そのように明記されていない限り、「唯一無二の」を意味するものではなく、「
１つまたは複数の」を意味するものである。別段に明記されていない限り、「いくつか（
some）」という用語は１つまたは複数を指す。当業者に知られている、または後に知られ
ることになる、本開示全体にわたって説明した様々な態様の要素のすべての構造的および
機能的均等物は、参照により本明細書に明確に組み込まれ、特許請求の範囲に包含される
ものである。その上、本明細書で開示したいかなることも、そのような開示が特許請求の
範囲に明示的に具陳されているかどうかにかかわらず、公に供するものではない。いかな
るクレーム要素も、その要素が「ための手段」という語句を使用して明確に具陳されてい
ない限り、ミーンズプラスファンクションとして解釈されるべきではない。
　以下に、出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　　［Ｃ１］
　基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための方法であって、
　　サービングセルにおいてサービスされる少なくとも第１のユーザ機器（ＵＥ）への干
渉を引き起こすかまたは潜在的に引き起こす１つまたは複数のセルについての支援情報を
決定することと、
　　前記支援情報を前記ＵＥにシグナリングすることと
　を備える、方法。
　　［Ｃ２］
　前記支援情報が、前記１つまたは複数のセルにおいて送信される１つまたは複数のダウ
ンリンクチャネルについてのスケジューリング情報を備える、上記Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ３］
　前記１つまたは複数のダウンリンクチャネルが、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤ
ＳＣＨ）、物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）、物理ＨＡＲＱ
インジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）、
または拡張ＰＤＣＣＨ（ｅＰＤＣＣＨ）のうちの少なくとも１つを備える、上記Ｃ２に記
載の方法。
　　［Ｃ４］
　前記ＵＥへの前記スケジューリング情報が、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣ
Ｈ）または拡張ＰＤＣＣＨ（ｅＰＤＣＣＨ）のうちの少なくとも１つ中に含まれる、上記
Ｃ２に記載の方法。
　　［Ｃ５］
　前記ＰＤＣＣＨまたは前記ｅＰＤＣＣＨのうちの前記少なくとも１つが、干渉を引き起
こすかまたは潜在的に引き起こす前記１つまたは複数のセルによって送信される、上記Ｃ
４に記載の方法。
　　［Ｃ６］
　前記ＰＤＣＣＨまたは前記ｅＰＤＣＣＨのうちの前記少なくとも１つのフォーマット、
あるいは前記ＰＤＣＣＨまたは前記ｅＰＤＣＣＨのうちの前記少なくとも１つを符号化す
るために使用される識別子が、前記ＰＤＣＣＨまたは前記ｅＰＤＣＣＨのうちの前記少な
くとも１つが前記スケジューリング情報を含むことを示す、上記Ｃ４に記載の方法。
　　［Ｃ７］
　前記ＢＳが限定加入者グループ（ＣＳＧ）セルを備え、
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　前記支援情報がオープンアクセスセルに関連する、上記Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ８］
　前記支援情報が、同期インジケータ、サブフレームアライメントインジケータ、無線フ
レーム境界インジケータ、前記１つまたは複数のセルに関連するシステム情報、前記１つ
または複数のセルに関連するページング情報、干渉抑制のための１つまたは複数のサブフ
レームに関連する識別子、送信電力比、前記１つまたは複数のセルに関連する仮想セル識
別子、または開始物理ダウンリンクデータチャネルシンボル位置のうちの少なくとも１つ
を備える、上記Ｃ７に記載の方法。
　　［Ｃ９］
　前記ＢＳが限定加入者グループ（ＣＳＧ）セルを備え、
　前記支援情報が、前記ＣＳＧセルにおいて送信される信号の干渉除去についての干渉除
去情報を備える、上記Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ１０］
　前記干渉除去情報が、送信電力比、前記ＣＳＧセルに関連する仮想セル識別子、または
開始物理ダウンリンク共有データチャネル（ＰＤＳＣＨ）シンボル位置のうちの少なくと
も１つを備える、上記Ｃ９に記載の方法。
　　［Ｃ１１］
　ワイヤレス通信のための基地局（ＢＳ）であって、
　　サービングセルにおいてサービスされる少なくとも第１のユーザ機器（ＵＥ）への干
渉を引き起こすかまたは潜在的に引き起こす１つまたは複数のセルについての支援情報を
決定することと、
　　前記支援情報を前記ＵＥにシグナリングすることと
　を行うように構成されたプロセッサと、
　前記プロセッサに結合されたメモリと
　を備える、ＢＳ。
　　［Ｃ１２］
　前記支援情報が、前記１つまたは複数のセルにおいて送信される１つまたは複数のダウ
ンリンクチャネルについてのスケジューリング情報を備える、上記Ｃ１１に記載のＢＳ。
　　［Ｃ１３］
　前記１つまたは複数のダウンリンクチャネルが、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤ
ＳＣＨ）、物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）、物理ＨＡＲＱ
インジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）、
または拡張ＰＤＣＣＨ（ｅＰＤＣＣＨ）のうちの少なくとも１つを備える、上記Ｃ１２に
記載のＢＳ。
　　［Ｃ１４］
　前記ＵＥへの前記スケジューリング情報が、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣ
Ｈ）または拡張ＰＤＣＣＨ（ｅＰＤＣＣＨ）のうちの少なくとも１つ中に含まれる、上記
Ｃ１２に記載のＢＳ。
　　［Ｃ１５］
　前記ＰＤＣＣＨまたは前記ｅＰＤＣＣＨのうちの前記少なくとも１つが、干渉を引き起
こすかまたは潜在的に引き起こす前記１つまたは複数のセルによって送信される、上記Ｃ
１４に記載のＢＳ。
　　［Ｃ１６］
　前記ＰＤＣＣＨまたは前記ｅＰＤＣＣＨのうちの前記少なくとも１つのフォーマット、
あるいは前記ＰＤＣＣＨまたは前記ｅＰＤＣＣＨのうちの前記少なくとも１つを符号化す
るために使用される識別子が、前記ＰＤＣＣＨまたは前記ｅＰＤＣＣＨのうちの前記少な
くとも１つが前記スケジューリング情報を含むことを示す、上記Ｃ１４に記載のＢＳ。
　　［Ｃ１７］
　前記ＢＳが限定加入者グループ（ＣＳＧ）セルを備え、
　前記支援情報がオープンアクセスセルに関連する、上記Ｃ１１に記載のＢＳ。
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　　［Ｃ１８］
　前記支援情報が、同期インジケータ、サブフレームアライメントインジケータ、無線フ
レーム境界インジケータ、前記１つまたは複数のセルに関連するシステム情報、前記１つ
または複数のセルに関連するページング情報、干渉抑制のための１つまたは複数のサブフ
レームに関連する識別子、送信電力比、前記１つまたは複数のセルに関連する仮想セル識
別子、または開始物理ダウンリンクデータチャネルシンボル位置のうちの少なくとも１つ
を備える、上記Ｃ１７に記載のＢＳ。
　　［Ｃ１９］
　前記ＢＳが限定加入者グループ（ＣＳＧ）セルを備え、
　前記支援情報が、前記ＣＳＧセルにおいて送信される信号の干渉除去についての干渉除
去情報を備える、上記Ｃ１１に記載のＢＳ。
　　［Ｃ２０］
　前記干渉除去情報が、送信電力比、前記ＣＳＧセルに関連する仮想セル識別子、または
開始物理ダウンリンク共有データチャネル（ＰＤＳＣＨ）シンボル位置のうちの少なくと
も１つを備える、上記Ｃ１９に記載のＢＳ。
　　［Ｃ２１］
　基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品であって、
　　サービングセルにおいてサービスされる少なくとも第１のユーザ機器（ＵＥ）への干
渉を引き起こすかまたは潜在的に引き起こす１つまたは複数のセルについての支援情報を
決定することと、
　　前記支援情報を前記ＵＥにシグナリングすることと
　を行うためのコードを備えるコンピュータ可読媒体を備える、コンピュータプログラム
製品。
　　［Ｃ２２］
　前記支援情報が、前記１つまたは複数のセルにおいて送信される１つまたは複数のダウ
ンリンクチャネルについてのスケジューリング情報を備える、上記Ｃ２１に記載のコンピ
ュータプログラム製品。
　　［Ｃ２３］
　前記ＵＥへの前記スケジューリング情報が、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣ
Ｈ）または拡張ＰＤＣＣＨ（ｅＰＤＣＣＨ）のうちの少なくとも１つ中に含まれる、上記
Ｃ２２に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ２４］
　前記ＰＤＣＣＨまたは前記ｅＰＤＣＣＨのうちの前記少なくとも１つが、干渉を引き起
こすかまたは潜在的に引き起こす前記１つまたは複数のセルによって送信される、上記Ｃ
２３に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ２５］
　前記ＢＳが限定加入者グループ（ＣＳＧ）セルを備え、
　前記支援情報がオープンアクセスセルに関連する、上記Ｃ２１に記載のコンピュータプ
ログラム製品。
　　［Ｃ２６］
　前記ＢＳが限定加入者グループ（ＣＳＧ）セルを備え、
　前記支援情報が、前記ＣＳＧセルにおいて送信される信号の干渉除去についての干渉除
去情報を備える、上記Ｃ２１に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ２７］
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための方法であって、
　　サービングセルにおいてサービスされる少なくとも前記ＵＥへの干渉を引き起こすか
または潜在的に引き起こす１つまたは複数のセルについての支援情報のシグナリングを受
信することと、
　　前記サービングセル、または干渉を引き起こす１つまたは複数のセルのうちの少なく
とも１つからの送信による干渉を緩和するために前記情報を使用することと
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　を備える、方法。
　　［Ｃ２８］
　支援情報のシグナリングを受信することが、非サービング限定加入者グループ（ＣＳＧ
）セルから支援情報のシグナリングを受信することを備え、
　前記支援情報がオープンアクセスセルに関連する、上記Ｃ２７に記載の方法。
　　［Ｃ２９］
　ワイヤレス通信のためのユーザ機器（ＵＥ）であって、
　　サービングセルにおいてサービスされる少なくとも前記ＵＥへの干渉を引き起こすか
または潜在的に引き起こす１つまたは複数のセルについての支援情報のシグナリングを受
信することと、
　　前記サービングセル、または干渉を引き起こす１つまたは複数のセルのうちの少なく
とも１つからの送信による干渉を緩和するために前記情報を使用することと
　を行うように構成されたプロセッサと、
　前記プロセッサに結合されたメモリと
　を備える、ＵＥ。
　　［Ｃ３０］
　前記プロセッサが、非サービング限定加入者グループ（ＣＳＧ）セルから支援情報のシ
グナリングを受信するようにさらに構成され、
　前記支援情報がオープンアクセスセルに関連する、上記Ｃ２９に記載のＵＥ。

【図１】 【図２】
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